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質問票および単純集計結果 

○生活保障に関する調査○

単純集計結果は、全体（ゴシック体）、男性（カッコ付）、 

女性の順に掲載している。 〔単位：％（平均値を除く）〕 

Ｑ１〔回答票１〕ここに公的保障に対する考え方があげられていますが、１つ１つについてあなたご自身のお

考えをお聞かせください。お答えは（ア）から（エ）の中から１つ選んでください。 

(ア) (イ) (ウ) (エ)
ま
っ
た
く
そ
う
思
う

ま
あ
そ
う
思
う

そ
う
は
思
わ
な
い

あ
ま
り

そ
う
は
思
わ
な
い

ま
っ
た
く 

わ
か
ら
な
い

（１） 自分の医療費は、今後も公的な健康保険だけで大部分

まかなえる ····································

8.6 39.8 32.7 15.4 3.5 

(10.3) (40.1) (31.9) (14.5) (3.2) 
7.3 39.5 33.3 16.2 3.7 

（２） 自分の老後の日常生活費は、公的年金でかなりの部分

をまかなえる ··································

3.7 17.2 38.4 38.0 2.7 

(4.8) (19.6) (38.9) (34.2) (2.5) 
2.9 15.3 38.1 40.9 2.8 

（３） 自分が将来寝たきりや認知症になった場合の費用は、

公的介護保険で大部分まかなえる ················

2.3 10.3 39.2 41.3 6.9 

(3.0) (12.1) (40.2) (36.9) (7.8) 
1.8 8.9 38.4 44.7 6.1 

（４） 自分が万一死亡した場合は、遺族の生活は遺族年金等

の公的な保障で大部分まかなえる ················

4.6 19.4 34.2 32.1 9.7 

(5.0) (19.5) (34.7) (31.9) (8.9) 
4.3 19.3 33.9 32.3 10.2 

Ｑ２（１）〔回答票２〕ここにあげた原因により，あなたご自身が失業・休業・廃業を経験されたことはあり

ますか。あてはまるものをいくつでもお答えください。（Ｍ.Ａ.） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ） （カ）
深刻な 

病気・けが 
親族の介護 親族の（突

然の）急な
死亡 

突然の経済
状況の変化

その他
（  ） 

失業・休業
を経験した
ことはない 

わからない 

9.9 4.7 2.4 3.4 2.4 79.5 1.2 

(10.0) (3.4) (1.4) (3.6) (2.3) (81.2) (0.8) 
9.9 5.7 3.1 3.3 2.5 78.3 1.5 

（２）〔回答票３〕ここにあげた原因により，あなたの家族・友人・知人などで，失業・休業・廃業を経

験した人はいますか。あてはまるものをいくつでもお答えください。（Ｍ.Ａ.） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ） （カ）
深刻な 

病気・けが 
親族の介護 親族の（突

然の）急な
死亡 

突然の経済
状況の変化

その他
（ ） 

失業・休業
を経験した
人はいない 

わからない 

11.1 7.4 4.7 4.8 0.7 73.5 4.4 
(10.8) (5.7) (3.8) (4.4) (0.9) (75.1) (4.2) 
11.3 8.7 5.5 5.0 0.7 72.2 4.5 

2025 年４月 

全体Ｎ：4,837 
男性Ｎ：2,101 
女性Ｎ：2,736 
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Ｑ３（１）〔回答票４〕次のそれぞれについて、同年代の平均的な人と比べたときのあなたの状況についてお

答えください。 

(ア) (イ) (ウ) (エ)
優
れ
て
い
る

同
程
度

劣
っ
て
い
る

答
え
た
く
な
い

わ
か
ら
な
い
・

① あなたの健康状態 ·····················

② あなたの運動習慣 ·····················

③ あなたの食習慣（健康的な食事） ·········

（２）〔回答票５〕あなたは５年後、次のそれぞれについて、現在のあなたと比べてどのようになって

いると思いますか。

(ア) (イ) (ウ) (エ)
思
う

優
れ
て
い
る
と

概
ね
現
状
と
同
じ

思
う

劣
っ
て
い
る
と

答
え
た
く
な
い

わ
か
ら
な
い
・

① あなたの健康状態 ·····················

② あなたの運動習慣 ·····················

③ あなたの食習慣（健康的な食事） ·········

18.4 61.3 18.8 1.5 
(20.1) (60.4) (17.8) (1.6) 

17.0 62.0 19.5 1.5 

14.8 43.5 39.6 2.1 

(17.5) (45.3) (35.6) (1.6) 
12.7 42.2 42.7 2.4 
17.1 64.6 16.4 1.9 

(17.3) (62.5) (18.1) (2.1) 

17.0 66.3 15.0 1.8 

6.7 52.9 34.8 5.5 

(8.1) (52.9) (33.6) (5.4) 
5.7 52.9 35.8 5.6 

6.5 52.1 36.8 4.6 
(7.9) (54.3) (33.5) (4.3) 
5.4 50.5 39.3 4.8 
7.5 66.9 20.6 5.0 

(8.0) (66.8) (19.8) (5.4) 
7.1 66.9 21.2 4.8 
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Ｑ４ あなたは、ご自身やご家族の将来をどのようにしたいか、そのための経済的な準備をどうしたらよい

かといった、具体的な生活設計を立てていますか。 
39.5 
(42.2) 

37.4 

51.9 
(50.2) 

53.1 

8.6 
(7.6) 

9.4 

は い いいえ わからない 

（Ｑ５へ） 

ＳＱ１ それはだいたい何年ぐらい先の

ことまでですか。 

14.9 (15.4) 14.6（年） 

年ぐらい先のことまで 

9.5 

わからない (9.1) 
9.8 

ＳＱ２〔回答票６〕あなたが具体的な生活設計を立ててい

ない理由は何ですか。この中で最も近いと思うもの

を１つ選んでお答えください。 

26.1 (27.0) 25.5 （ア）収入や支出などの将来の見通しを 

立てることが難しいから 
23.8 (21.9) 25.2 （イ）将来に備えるための経済的な余裕が 

ないから 
21.8 (24.3) 19.9 （ウ）生活設計を立てなくても、なんとか 

暮らしていけるから 
16.3 (14.8) 17.4 （エ）将来よりも現在の生活を充実させる 

ことの方が大切だから 
6.5 ( 5.9)  7.0 （オ）家族がそれぞれで考えるべきこと 

だから 
2.9 ( 3.9)  2.3 （カ）その他（ ） 

 2.5 ( 2.3)  2.6 わからない 

（全員に聞く） 

Ｑ５〔回答票７〕あなたは、ご自身やご家族の将来のライフイベントとして考えていることはどれですか。こ

の中からいくつでもお選びください。（Ｍ.Ａ.） 

18.1 (18.2) 18.0 （ア）就労・再就職・転職・独立開業 
14.1 (13.5) 14.7 （イ）進学・資格取得 
16.2 (16.0) 16.3 （ウ）結婚・再婚 
11.5 (10.5) 12.3 （エ）出産・子どもをもつ 
20.1 (19.5) 20.6 （オ）子どもの教育 
13.6 (13.6) 13.6 （カ）住宅の購入や増改築 
21.3 (23.7) 19.4 （キ）車などの耐久消費財の購入 
35.0 (35.7) 34.4 （ク）趣味の充実 
55.0 (51.3) 57.9 （ケ）老後生活の充実 
1.1 ( 1.1) 1.2 （コ）その他（  ） 
15.2 (15.8) 14.7    考えていることはない  （Ｑ６へ） 

（ＳＱ１とＳＱ２は、Ｑ５で（ア）～（コ）のいずれかを答えた人に） 

ＳＱ１〔回答票７〕それでは、今お答えいただいた中で、最も重要なライフイベントを１つだけお選びください。 

9.3 (11.0) 8.1 （ア）就労・再就職・転職・独立開業 
4.4 ( 3.8) 4.9 （イ）進学・資格取得 
5.4 ( 6.0) 4.9 （ウ）結婚・再婚 
2.1 ( 2.1) 2.1 （エ）出産・子どもをもつ 
14.6 (14.2) 14.9 （オ）子どもの教育 
3.4 ( 3.8) 3.0 （カ）住宅の購入や増改築 
3.3 ( 4.2) 2.7 （キ）車などの耐久消費財の購入 
12.5 (13.7) 11.6 （ク）趣味の充実 
42.9 (39.5) 45.5 （ケ）老後生活の充実 
0.9 ( 0.8) 1.0 （コ）その他（  ） 
1.1 ( 0.7) 1.4    わからない   （Ｑ６へ） 

全体Ｎ：1,911 
男性Ｎ：  887 
女性Ｎ：1,024 

全体Ｎ：2,509 
男性Ｎ：1,055 
女性Ｎ：1,454 

全体Ｎ：4,103 
男性Ｎ：1,769 
女性Ｎ：2,334 
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ＳＱ２〔回答票８〕今お答えいただいた、最も重要なライフイベントに対する現在の経済的準備状況につい

て、あなたご自身は、どのくらい達成できていると思いますか。 
7.0 41.7 38.8 11.3 1.2 

(8.0) (42.2) (37.9) (10.6) (1.2) 
6.2 41.3 39.5 11.7 1.2 

 （ア） （イ） （ウ） （エ） 

 順調に準備 ある程度準備 あまり準備が まったく準備が わからない 
 できている できている できていない できていない 
 

（全員に聞く） 

Ｑ６〔回答票９〕あなたは、日ごろの生活や将来に向けて、どのような点に不安をお持ちですか。 

この中からいくつでもお選びください。（Ｍ.Ａ.） 

31.2 (32.9) 29.8 （ア）自分の不慮の死により家族の者に負担をかけること 
35.6 (30.7) 39.3 （イ）家族の者が死亡するようなことが起こること 
57.6 (56.2) 58.7 （ウ）自分が病気や事故にあうこと 
47.5 (41.3) 52.3 （エ）家族の者が病気や事故にあうこと 
45.0 (40.2) 48.7 （オ）自分の介護が必要となること 
28.6 (26.9) 29.9 （カ）親の介護が必要となること 
30.3 (25.2) 34.2 （キ）配偶者の介護が必要となること 
44.9 (42.0) 47.1 （ク）年をとって体の自由がきかなくなり、病気がちになること 
38.7 (35.5) 41.2 （ケ）老後の生活が経済的に苦しくなること 
26.7 (24.1) 28.6 （コ）交通事故などの事故を起こしたり、相手にケガを負わせたりすること 
0.3 ( 0.4) 0.3 （サ）その他（                         ） 
9.3 (10.9) 8.0    特に不安はない            （Ｑ７へ） 

 

（ＳＱ１とＳＱ２は、Ｑ６で（ア）～（サ）のいずれかを答えた人に） 

ＳＱ１〔回答票９〕それでは、今お答えいただいた中で、最も不安な点を１つだけお選びください。 

9.6 (13.8) 6.5 （ア）自分の不慮の死により家族の者に負担をかけること 
9.0 ( 6.3) 11.0 （イ）家族の者が死亡するようなことが起こること 
17.6 (20.5) 15.5 （ウ）自分が病気や事故にあうこと 
9.6 ( 7.6) 11.0 （エ）家族の者が病気や事故にあうこと 
12.5 (10.8) 13.8 （オ）自分の介護が必要となること 
8.1 ( 8.9) 7.5 （カ）親の介護が必要となること 
4.7 ( 3.0) 6.0 （キ）配偶者の介護が必要となること 
12.5 (12.1) 12.8 （ク）年をとって体の自由がきかなくなり、病気がちになること 
12.2 (12.0) 12.4 （ケ）老後の生活が経済的に苦しくなること 
2.7 ( 3.5) 2.1 （コ）交通事故などの事故を起こしたり、相手にケガを負わせたりす

ること 
0.3 ( 0.4) 0.2 （サ）その他（                 ） 
1.2 ( 1.2) 1.2    わからない            （Ｑ７へ） 

 

ＳＱ２〔回答票 10〕今お答えいただいた、最も不安な点に対する現在の経済的準備状況について、あなた 

ご自身は、どのくらい達成できていると思いますか。 

 

 

 

3.2 30.5 44.4 20.2 1.8 
(4.3) (30.9) (43.3) (20.0) (1.6) 
2.3 30.3 45.2 20.3 1.9 

 （ア） （イ） （ウ） （エ） 

 順調に準備 ある程度準備 あまり準備が まったく準備が わからない 
 できている できている できていない できていない 

 

  

全体Ｎ：4,387 
男性Ｎ：1,871 
女性Ｎ：2,516 

全体Ｎ：4,334 
男性Ｎ：1,849 
女性Ｎ：2,485 

全体Ｎ：4,057 
男性Ｎ：1,756 
女性Ｎ：2,301 
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（全員に聞く） 

Ｑ７〔回答票 11〕ここに、生活保障等の経済的準備について、Ａ，Ｂ２つの考え方・行動があげられていま

す。あなたのお考えや行動は、Ａ，Ｂどちらに近いでしょうか。なお、ここで言う生活保障とは、老後の

生活資金や万一の際、病気・ケガなど不測の事態のために経済的に備えることとします。 
 (ア) (イ) (ウ) (エ)   

Ａ
に
近
い 

Ａ
に
近
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

Ｂ
に
近
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

Ｂ
に
近
い 

わ
か
ら
な
い 

（１）Ａ：私的な生活保障の準備
は、現在の生活を切りつめ
てでも、自ら準備すべきで
ある 

25.2 29.3 18.5 22.4  4.6 Ｂ：私的な生活保障の準備は、
現在の生活を切りつめてま
で、自ら準備する必要はな
い 

(25.9) (28.3) (17.5) (24.2) ( 4.0) 

24.6 30.1 19.2 21.0  5.1 

（２）Ａ：計画を立てたら、着実
に実行する方だ 

22.8 24.5 23.3 26.0  3.4 Ｂ：計画を立てても、ずるずる
と先延ばししてしまう方だ (24.4) (25.4) (21.7) (25.5) ( 3.1) 

21.6 23.8 24.6 26.5  3.6 

（３）Ａ：損失する可能性があっ
ても高い利益を追求した
い 

 4.7  7.5 25.0 57.1  5.6 Ｂ：損失する可能性があるなら
利益が低くても安全な方が
よい 

( 7.4) ( 9.9) (24.9) (52.5) ( 5.3) 

 2.7  5.6 25.1 60.7  5.9 

 

ここからは、ケガや病気に対する備えについておうかがいいたします。 

Ｑ８〔回答票 12〕あなたは、ケガや病気により健康を害することについて、どの程度不安を感じていますか。 
18.8 34.6 35.1 11.0 0.4 

(16.9) (33.4) (36.5) (12.9) (0.3) 

20.3 35.5 34.1 9.6 0.5 

 （ア） （イ） （ウ） （エ） 

 非常に 不安を感じる 少し 不安を感じない わからない 
 不安を感じる  不安を感じる 

 （Ｑ９へ） 

 

（Ｑ８で（ア）～（ウ）のいずれかを答えた人に） 

ＳＱ〔回答票 13〕それでは、具体的にどのようなことを不安に思っていますか。この中からいくつでも 

お答えください。（Ｍ.Ａ.） 
43.8 (41.4) 45.5 （ア）公的医療保険だけでは不十分なこと 
49.5 (46.7) 51.5 （イ）長期の入院により医療費がかさむこと 
24.4 (20.4) 27.4 （ウ）公的医療保険のきかない差額ベッド代が自己負担費用としてかか

ること 
30.1 (27.0) 32.4 （エ）公的医療保険のきかない先進医療の技術料が自己負担費用として

かかること 
20.7 (18.5) 22.4 （オ）家族の見舞いや看護など様々な付随的な費用がかかること 
29.7 (28.0) 31.0 （カ）現在の経済的準備では必要となる費用がまかなえないこと 
37.9 (40.1) 36.3 （キ）障害等により、就労困難・不能となること 
32.8 (32.5) 33.1 （ク）治療が長期にわたり収入が途絶えること 
42.9 (41.9) 43.6 （ケ）三大疾病であるガンや心疾患、脳血管疾患にかかること 
27.5 (29.1) 26.2 （コ）肝硬変や高血圧症、糖尿病などの慢性疾患にかかること 
41.2 (39.7) 42.3 （サ）不慮の事故にあうこと 
45.1 (40.9) 48.2 （シ）後遺症や障害が残ること 
18.3 (15.2) 20.5 （ス）適切な治療が受けられるかどうかわからないこと 
49.4 (41.3) 55.5 （セ）家族に肉体的・精神的な負担をかけること 
21.6 (20.9) 22.2 （ソ）入院前と同じように仕事に復帰できるかどうかわからないこと 
0.5 ( 0.8) 0.3 （タ）その他（                        ） 
0.8 ( 0.8) 0.9    わからない 

 
  

Ａの考え方・行動 Ｂの考え方・行動 

全体Ｎ：4,284 
男性Ｎ：1,824 
女性Ｎ：2,460 
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（全員に聞く） 

Ｑ９〔回答票 14〕ここに、ケガや病気で治療や入院されることになった場合の備えについて、Ａ，Ｂ２つの

考え方があげられています。あなたのお考えは、Ａ，Ｂどちらの考え方に近いでしょうか。 

(ア) (イ) (ウ) (エ)
Ａ
に
近
い

Ａ
に
近
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

Ｂ
に
近
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

Ｂ
に
近
い

わ
か
ら
な
い

Ａ：自助努力で準備していくより
は、今より高い保険料や税金
を払ってでも公的医療保険
を充実してもらいたい 

16.9 22.6 26.8 27.2 6.6 Ｂ：公的医療保険の充実のため
に今よりも高い保険料や税
金を払うよりは、自助努力
で準備していきたい 

(19.1) (23.4) (24.6) (27.7) (5.1) 

15.2 21.9 28.5 26.8 7.7 

Ｑ10 あなたは過去５年間に、ケガや病気で入院されたことがありますか。ただし正常な妊娠や分娩のため

の入院は除いてお答えください。 
17.7 

(19.2) 
16.4 

82.2 
(80.7) 
83.4 

0.1 
(0.1) 
0.1 

入院したことがある  入院したことはない わからない 

（Ｑ11 へ） 

ＳＱ１〔回答票 15〕過去５年間の入院の中で、一番最近の入院経験についておたずねします。 

一番最近の入院は、今からどのくらい前のことですか。 
33.6 (35.6) 31.8 （ア）１年以内 
32.8 (34.4) 31.3 （イ）１年超～３年以内 
29.7 (27.5) 31.8 （ウ）３年超～５年以内 
3.9 ( 2.5)  5.1 わからない 

ＳＱ２ その一番最近の入院では、何日間入院しましたか。 
2.1 

(2.5) 
16.0 (17.4) 14.7（日） 1.8 

日間入院した  わからない 

ＳＱ３〔回答票 16〕(1)その一番最近の入院で実際に掛かった費用は全部でおよそいくらぐらいでしたか。治

療費・食事代・差額ベッド代に、交通費（見舞いに来る家族の交通費も含む）や衣類、日用品なども含

めてお答えください。高額療養費制度を利用した場合は、利用後の金額をお答えください。 

＊高額療養費制度は、長期入院や治療が長引く場合などで医療費の自己負担額が高額と

なった場合に、一定の金額（自己負担限度額）を超えた部分が払い戻される制度です。 
4.7 18.0 

(6.4) (17.6) 
18.7 (20.8) 16.8（万円） 3.1 18.4 

約 万 千円 掛かった費用はない わからない 

(2)また、その一番最近の入院により失われた収入はおよそいくらぐらいでしたか。
59.3 22.5 

(58.7) (22.5) 

27.3 (36.3) 18.8（万円） 59.8 22.4 

約 万 千円 失われた収入はない わからない 

千万 百万 十万 

千万 百万 十万 

Ａの考え方 Ｂの考え方 

全体Ｎ：854 
男性Ｎ：404 
女性Ｎ：450 
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（ＳＱ３でいずれかの金額を答えた人に） 

ＳＱ４〔回答票 17〕その一番最近の入院で実際に掛かった費用や失われた収入をどのような手段でまかない

ましたか。この中からいくつでもお答えください。（Ｍ.Ａ.） 

66.7 (66.9) 66.5 （ア）民間の生命保険会社や郵便局、ＪＡ（農協）などで取り扱ってい

る生命保険の医療・疾病関係の特約や医療保険（ガン保険など、

特定の病気を対象とするものを含む）（銀行・証券等の窓口で加

入した商品も含む） 
5.8 ( 5.7) 5.9 （イ）損害保険 
43.3 (47.3) 39.7 （ウ）預貯金 
0.3 ( 0.6) 0.0 （エ）株式・債券などの有価証券 
3.1 ( 3.5) 2.8 （オ）企業の見舞金や休業補償 
11.7 ( 7.6) 15.4 （カ）家族の収入 
2.2 ( 1.9) 2.5 （キ）その他（           ） 
1.5 ( 1.3) 1.7     わからない 

 

（ＳＱ３でいずれかの金額を答えた人に） 

ＳＱ５〔回答票 18〕その一番最近の入院で掛かった費用に関して高額療養費制度を利用しましたか。 

49.6 (51.4) 48.0 （ア）高額療養費制度の現物給付（自己負担限度額分のみを支払った）

を利用した 
17.9 (15.8) 19.8 （イ）高額療養費制度の現金給付（差額分の払い戻しを受けた）を利用

した 
25.2 (26.8) 23.7 （ウ）高額療養費制度は利用しなかった（高額療養費制度が適用されな

い金額だった） 
1.3 ( 1.3) 1.4 （エ）現在、高額療養費制度の利用を申請中、もしくはこれから申請す

る予定 
5.9 ( 4.7) 7.0    わからない 

（全員に聞く） 

Ｑ11〔回答票 19〕あなたのご家庭では、あなたご自身がケガや病気で治療や入院されることになった場合に

備えて、公的医療保険以外で、現在経済的な準備をしていますか。この中に準備しているものがあれば、

いくつでもお答えください。（Ｍ.Ａ.） 

70.2 (67.7) 72.0 （ア）民間の生命保険会社や郵便局、ＪＡ（農協）などで取り扱っている生命保険の医療・

疾病関係の特約や医療保険（ガン保険など、特定の病気を対象とするものを含む）

（銀行・証券等の窓口で加入した商品も含む） 
19.1 (21.8) 17.0 （イ）損害保険 
44.5 (42.8) 45.8 （ウ）預貯金 
10.0 (13.3) 7.5 （エ）株式・債券などの有価証券 
0.3 ( 0.3) 0.3 （オ）その他（                             ） 
14.4 (15.5) 13.6 （カ）特別な準備はしていない 
1.7 ( 1.8) 1.6    わからない （Ｑ12 へ） 

 

ＳＱ （Ｑ11 で（ア）～（オ）のいずれかを答えた人に） 

〔回答票 20〕今お答えいただいた現在の備えと公的医療保険や企業保障などをあわせると、医療費

に対する準備は十分だとお考えですか。 

（Ｑ11 で（カ）と答えた人に） 

〔回答票 20〕では、公的医療保険や企業保障などで、医療費に対する準備は十分だとお考えですか。 
7.5 36.7 38.0 11.2 6.6 
(9.2) (37.0) (36.4) (11.4) (6.1) 
6.3 36.4 39.2 11.1 7.0 

（ア） （イ） （ウ） （エ）  

十分 

足りている 
どちらかといえば 

足りている 

どちらかといえば 

足りない 

まったく 

足りない 

わからない 

 
  

全体Ｎ：675 
男性Ｎ：317 
女性Ｎ：358 

全体Ｎ：675 
男性Ｎ：317 
女性Ｎ：358 

全体Ｎ：4,755 
男性Ｎ：2,064 
女性Ｎ：2,691 



- 336 - 

（全員に聞く） 

Ｑ12〔回答票 21〕あなたは、ご自身がケガや病気で治療や入院されることになった場合に備えて、今後新た

に経済的な準備をしたいとお考えですか。 
4.8 13.6 40.7 36.2 4.7 

(5.2) (13.5) (39.8) (37.2) (4.3) 
4.5 13.7 41.3 35.5 5.0 

（ア） （イ） （ウ） （エ）  

すぐにでも 

準備したい 

数年以内には 

準備したい 

特に時期は決めていない

が、いずれは準備したい 

まったく準備する 

つもりはない 

わからない 

 

Ｑ13〔回答票 22〕あなたは、ご自身がケガや病気で２～３ヵ月程度の入院が必要になった場合に、どのよう

な手段で治療費や生活費などをまかなっていこうとお考えですか。これから準備しようとお考えのもの

も含めて、この中からいくつでもお答えください。（Ｍ.Ａ.） 

75.2 (74.4) 75.8 （ア）公的医療保険（国民健康保険や健康保険など） 
13.2 (17.0) 10.3 （イ）企業の見舞金や休業補償 
66.9 (63.1) 69.8 （ウ）民間の生命保険会社や郵便局、ＪＡ（農協）などで取り扱っている生命保険の医療・

疾病関係の特約や医療保険（ガン保険など、特定の病気を対象とするものを含む）

（銀行・証券等の窓口で加入した商品も含む） 
15.3 (18.5) 12.9 （エ）損害保険 
56.3 (54.2) 57.9 （オ）預貯金 
5.8 ( 7.9) 4.2 （カ）株式・債券などの有価証券 
15.5 ( 9.5) 20.2 （キ）家族の収入 
0.8 ( 0.8) 0.8 （ク）その他（                          ） 
1.8 ( 2.1) 1.6    わからない 

 

Ｑ14 ちなみに、あなたご自身がケガや病気で入院された場合に、医療費等への備えとして、(1)どのような

商品に、(2)いくらぐらい入院給付金が必要とお考えですか。商品のタイプをいずれか 1 つお選びの上、必要

な金額をお答えください。 

 

  (2)必要な入院給付金額 

100.6 (109.4)  93.9（百円） 

 

→１日約 円 

の入院給付金が必要 

  

24.0 (25.8) 22.6（万円） 

 

→１回約           万    千円 

   

 の入院給付金が必要 

  

 

 

ここからは、老後の備えについておうかがいいたします。 

Ｑ15〔回答票 24〕あなたは、ご自身の老後生活に対して、どの程度不安を感じていますか。 
16.7 30.9 35.5 15.4 1.4 
(14.1) (29.6) (36.5) (18.1) (1.7) 
18.8 31.9 34.8 13.2 1.2 

（ア） （イ） （ウ） （エ）  

非常に 

不安を感じる 

不安を感じる 少し 

不安を感じる 

不安を 

感じない 

わからない 

 （Ｑ16 へ） 

（ＳＱへ） 

  

(1)〔回答票 23〕商品タイプ 

 

 

（ア） 1 日あたり一定額の入院給付金が

受け取れる商品（＝日額タイプ） 
69.3 (69.0) 69.4 

（イ） 1 回の入院でまとまって給付金が

受け取れる商品（＝一時金タイプ） 
18.6 (18.9) 18.5 

 わからない 
12.1 (12.1) 12.1 

 

０ ０ 

万 千 百 

百万 十万 

7.7 

(8.1) 

7.4 

わからない 

35.5 

(35.3) 

35.6 

わからない 
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（Ｑ15 で（ア）～（ウ）のいずれかを答えた人に） 

ＳＱ〔回答票 25〕それでは、具体的にどのようなことを不安に思っていますか。この中からいくつでも 

お答えください。（Ｍ.Ａ.） 
79.8 (77.9) 81.2 （ア）公的年金だけでは不十分なこと 
29.9 (33.5) 27.4 （イ）退職金や企業年金だけでは不十分なこと 
37.6 (34.4) 39.9 （ウ）自助努力による経済的準備が不足すること 
27.2 (29.3) 25.6 （エ）インフレで貯蓄等の準備資金が目減りすること 
9.7 ( 9.7) 9.7 （オ）利息・配当収入が期待どおりにならないこと 
13.1 (10.2) 15.3 （カ）いざというとき子どもからの援助が期待できないこと 
27.4 (27.0) 27.6 （キ）働きたくても仕事が確保できないこと 
58.6 (58.3) 58.8 （ク）健康を害し、日常生活に支障がでること 
20.4 (10.5) 27.6 （ケ）配偶者に先立たれ、経済的に苦しくなること 
5.1 ( 4.8) 5.4 （コ）住居が確保できないこと 
0.9 ( 0.8) 1.0 （サ）その他（                   ） 
0.5 ( 0.6) 0.5    わからない 

（全員に聞く） 

Ｑ16〔回答票 26〕ここに、老後の備えについて、Ａ，Ｂ２つの考え方があげられています。あなたのお考え

は、Ａ，Ｂどちらの考え方に近いでしょうか。 

(ア) (イ) (ウ) (エ)
Ａ
に
近
い

Ａ
に
近
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

Ｂ
に
近
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

Ｂ
に
近
い

わ
か
ら
な
い

Ａ：自助努力で準備していくより
は、今より高い保険料や税金
を払ってでも公的年金を充
実してもらいたい 

13.9 20.4 26.5 32.1 7.1 Ｂ：公的年金の充実のために今
よりも高い保険料や税金を
払うよりは、自助努力で準
備していきたい 

(14.7) (21.0) (24.2) (34.2) (5.9) 

13.2 19.8 28.3 30.6 8.1 

Ｑ17〔回答票 27〕あなたのご家庭では、あなたご自身の老後に備えて、公的年金や企業年金、退職金以外で、

現在経済的な準備をしていますか。この中に準備しているものがあれば、いくつでもお答えください。

（Ｍ.Ａ.） 
42.7 (40.0) 44.8 （ア）民間の生命保険会社や郵便局、ＪＡ（農協）などで取り扱っている個人年金保険・

変額個人年金保険や生命保険（銀行・証券等の窓口で加入した商品も含む） 
8.6 (10.0) 7.4 （イ）損害保険会社で取り扱っている年金型商品（年金払積立傷害保険） 
51.9 (50.1) 53.3 （ウ）預貯金 
13.7 (17.8) 10.6 （エ）株式・債券などの有価証券 
0.7 ( 0.7) 0.7 （オ）その他（                             ） 
27.1 (28.9) 25.7 （カ）特別な準備はしていない 
2.1 ( 2.3) 2.0 わからない     （Ｑ18 へ） 

ＳＱ（Ｑ17 で（ア）～（オ）のいずれかを答えた人に） 

〔回答票 28〕今お答えいただいた現在の備えに、公的年金や企業年金、退職金などをあわせると、

老後に対する準備は十分だとお考えですか。 

（Ｑ17 で（カ）と答えた人に） 

〔回答票 28〕では、公的年金や企業年金、退職金などで、老後に対する準備は十分だとお考えですか。 
3.5 21.7 43.9 23.3 7.6 
(4.7) (23.5) (42.9) (21.6) (7.3) 

2.6 20.3 44.6 24.5 7.9 

（ア） （イ） （ウ） （エ）

十分 

足りている 
どちらかといえば

足りている

どちらかといえば 

足りない 

まったく

足りない

わからない 

全体Ｎ：4,024 
男性Ｎ：1,684 
女性Ｎ：2,340 

Ａの考え方 Ｂの考え方 

全体Ｎ：4,734 
男性Ｎ：2,053 
女性Ｎ：2,681 
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（全員に聞く） 

Ｑ18〔回答票 29〕あなたは、ご自身の老後に備えて、今後新たに経済的な準備をしたいとお考えですか。 
5.6 14.1 46.1 29.4 4.9 

(5.5) (14.5) (44.8) (30.6) (4.6) 

5.7 13.7 47.0 28.5 5.0 

（ア） （イ） （ウ） （エ） 

すぐにでも 

準備したい 

数年以内には

準備したい

特に時期は決めていない

が、いずれは準備したい 

まったく準備する 

つもりはない 

わからない 

Ｑ19 ところで、あなたは、老後を夫婦２人で暮らしていくうえで、日常生活費として月々最低いくらぐらい

必要だとお考えですか。現在のお金の価値でお答えください。 
20.0 

(20.0) 
23.9 (23.9) 23.9（万円） 20.0 

月々約 万円 わからない 

（Ｑ20 へ） 

ＳＱ１ それでは、経済的にゆとりのある老後生活を送るためには、今お答えいただいた金額のほかに、あ

といくらぐらい必要だとお考えですか。現在のお金の価値でお答えください。 

2.3 17.7 
(2.2) (17.8) 

15.2 (14.9) 15.4（万円） 2.3 17.7 

月々約 万円 ゆとりのある老後生活を わからない 
送るつもりはない 

（Ｑ20 へ） 

ＳＱ２〔回答票 30〕今お答えいただいた、「経済的にゆとりのある老後生活のための必要額」の使いみちを

どのようにお考えですか。この中からいくつでもお答えください。（Ｍ.Ａ.） 

47.9 (52.0) 44.8 （ア）趣味や教養 
59.5 (57.0) 61.4 （イ）旅行やレジャー 
50.1 (48.3) 51.5 （ウ）食費や住居費、衣服代など老後の日常生活費の充実 
43.1 (37.0) 47.8 （エ）子どもや孫、親族とのつきあい 
11.1 ( 8.9) 12.8 （オ）隣り近所や友人とのつきあい 
30.9 (29.9) 31.7 （カ）テレビや冷蔵庫、自動車などの耐久消費財の買い替え資金 
16.3 (15.2) 17.1 （キ）結婚資金援助や住宅取得資金援助など、子どもや孫に対する援助 
0.2 ( 0.2) 0.3 （ク）その他（ ） 
4.4 ( 4.6) 4.3 （ケ）特に目的はないが、とりあえず貯蓄 
0.7 ( 0.8) 0.5 わからない 

（全員に聞く）  

Ｑ20 あなたのお考えでは、公的年金や企業年金、退職金以外で、老後のために準備した資金を老後の生活費

として使い始める（始めた）のは、何歳頃からとお考えになりますか（何歳頃からでしたか）。 

16.9 
(16.5) 

67.2 (67.1) 67.2（歳） 17.3 

歳頃から わからない 

百万 十万 

百万 十万 

全体Ｎ：3,870 
男性Ｎ：1,680 
女性Ｎ：2,190 
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Ｑ21〔回答票 31〕あなたは、ご自身の老後生活について、それまでの生活と比べて、経済的にどのような 

生活になる（なった）とお考えでしょうか。この中から１つ選んでください。 
 

2.4 ( 2.7) 2.2 （ア）老後はそれまでの生活よりも経済的に豊かな生活になる（なった）と思う 
26.2 (27.0) 25.5 （イ）老後はそれまでの生活と同じ程度の生活になる（なった）と思う 
65.0 (63.4) 66.3 （ウ）老後はそれまでの生活よりもつつましい生活になる（なった）と思う 
6.4 ( 6.9) 6.0    特に考えていない、わからない 

 

Ｑ22〔回答票 32〕あなたは、ご自身の老後の生活資金をどのような手段でまかなっていこうとお考えですか

（まかなっていますか）。これから準備しようとお考えのものも含めて、この中からいくつでもお答え

ください。（Ｍ.Ａ.） 
87.5 (86.4) 88.3 （ア）公的年金（国民年金・厚生年金・共済年金） 
34.7 (41.6) 29.3 （イ）企業年金・退職金 
28.1 (26.9) 29.0 （ウ）民間の生命保険会社や郵便局、ＪＡ（農協）などで取り扱っている個人年金保険 

（銀行・証券等の窓口で加入した商品も含む） 
8.4 ( 8.5) 8.4 （エ）民間の生命保険会社で取り扱っている変額個人年金保険 

（銀行・証券・郵便局等の窓口で加入した商品も含む） 
4.3 ( 4.8) 4.0 （オ）損害保険会社で取り扱っている年金型商品（年金払積立傷害保険） 

（銀行・証券等の窓口で加入した商品も含む） 
10.4 ( 9.0) 11.5 （カ）民間の生命保険会社や郵便局、ＪＡ（農協）などで取り扱っている生命保険 

（銀行・証券等の窓口で加入した商品も含む） 
71.4 (69.2) 73.1 （キ）預貯金 
14.4 (19.2) 10.7 （ク）株式・債券などの有価証券 
4.7 ( 6.1) 3.6 （ケ）不動産の売却や賃貸などによる収入 
9.9 (12.3) 8.0 （コ）NISA（少額投資非課税制度） 
9.6 (10.6) 8.9 （サ）つみたて NISA（積立投資専用の少額投資非課税制度） 
5.4 ( 7.6) 3.8 （シ）iDeCo(個人型確定拠出年金) 
18.5 (16.0) 20.4 （ス）自分や配偶者が老後も働いて得る収入 
2.1 ( 1.3) 2.7 （セ）子どもからの援助 
0.5 ( 0.6) 0.5 （ソ）その他（                                ） 
2.5 ( 2.8) 2.3    わからない 

 
ここからは、介護についておうかがいいたします。 

Ｑ23〔回答票 33〕あなたは、仮にご自身が将来介護される状態になった場合を考えると、どの程度不安を 

感じますか。 
32.5 32.4 24.4 8.5 2.2 

(28.1) (32.8) (25.8) (10.6) (2.6) 
35.9 32.2 23.2 6.9 1.8 

（ア） （イ） （ウ） （エ）  

非常に 

不安を感じる 

不安を感じる 少し 

不安を感じる 

不安を感じない わからない 

 （Ｑ24 へ） 
 

（ＳＱへ） 
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（Ｑ23 で（ア）～（ウ）のいずれかを答えた人に） 

ＳＱ〔回答票 34〕それでは、具体的にどのようなことを不安に思っていますか。この中からいくつでも   

お答えください。（Ｍ.Ａ.） 
59.4 (57.4) 60.9 （ア）公的介護保険だけでは不十分なこと 
38.9 (39.1) 38.7 （イ）自助努力による経済的準備が不足すること 
49.4 (47.3) 50.9 （ウ）受けようとする介護サービスの費用がいくらかかるのか 

わからないこと 
19.2 (19.5) 19.0 （エ）介護をしてくれる家族がいないこと 
62.8 (57.9) 66.5 （オ）家族に肉体的・精神的な負担をかけること 
49.9 (47.0) 52.1 （カ）家族に経済的な負担をかけること 
44.2 (41.9) 45.9 （キ）家族の時間を拘束すること 
11.4 (11.6) 11.3 （ク）自宅に介護をする場所がないこと 
26.7 (22.3) 30.0 （ケ）希望する介護施設に入れないこと 
36.5 (31.9) 39.9 （コ）適切な介護サービスが受けられるかどうかわからないこと 
38.8 (35.0) 41.5 （サ）介護がいつまで続くかわからず、将来の見通しが立てにくいこと 
0.3 ( 0.3) 0.3 （シ）その他（                        ） 
0.6 ( 0.7) 0.6    わからない 

 

（全員に聞く） 

Ｑ24〔回答票 35〕あなたは、将来ご自身が、親や親族などを介護する立場になった場合の生活について、 

どの程度不安を感じますか。 
19.2 28.9 23.8 24.5 3.6 

(17.9) (29.6) (23.2) (25.3) (4.0) 
20.1 28.3 24.3 23.9 3.4 

（ア） （イ） （ウ） （エ）  

非常に 

不安を感じる 

不安を感じる 少し 

不安を感じる 

不安を感じない わからない 

 （Ｑ25 へ） 

 

（Ｑ24 で（ア）～（ウ）のいずれかを答えた人に） 

ＳＱ〔回答票 36〕それでは、具体的にどのようなことを不安に思っていますか。この中からいくつでも   

お答えください。（Ｍ.Ａ.） 
48.5 (49.4) 47.9 （ア）公的介護保険だけでは不十分なこと 
48.6 (48.7) 48.5 （イ）利用しようとする介護サービスの費用がいくらかかるのか 

わからないこと 
38.4 (38.7) 38.2 （ウ）介護のための人手が不足すること 
66.1 (61.0) 70.0 （エ）自分に肉体的・精神的な負担がかかること 
49.2 (51.5) 47.5 （オ）自分に経済的な負担がかかること 
54.7 (52.2) 56.5 （カ）自分の時間が拘束されること 
16.5 (17.0) 16.1 （キ）自宅に介護をする場所がないこと 
32.7 (29.7) 35.0 （ク）希望する介護施設に入れることができないこと 
37.1 (34.0) 39.4 （ケ）適切な介護サービスを利用できるかどうかわからないこと 
46.9 (42.7) 50.1 （コ）介護がいつまで続くかわからず、将来の見通しが立てにくいこと 
0.5 ( 0.7) 0.4 （サ）その他（                         ） 
0.7 ( 0.9) 0.5    わからない 

 

  

全体Ｎ：4,320 
男性Ｎ：1,823 
女性Ｎ：2,497 

全体Ｎ：3,477 
男性Ｎ：1,486 
女性Ｎ：1,991 
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（全員に聞く） 
Ｑ25〔回答票 37〕ここに、自分が寝たきりや認知症になり、介護が必要になったときの備えについて、Ａ，Ｂ

２つの考え方があげられています。あなたのお考えは、Ａ，Ｂどちらの考え方に近いでしょうか。 
 (ア) (イ) (ウ) (エ)   

Ａ
に
近
い 

Ａ
に
近
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

Ｂ
に
近
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

Ｂ
に
近
い 

わ
か
ら
な
い 

Ａ：自助努力で準備していくより
は、今より高い保険料や税金
を払ってでも公的介護保険
を充実してもらいたい 

17.9 24.4 23.5 26.7 7.5 Ｂ：公的介護保険の充実のため
に今よりも高い保険料や税
金を払うよりは、自助努力
で準備していきたい 

(18.5) (25.5) (22.4) (27.3) (6.4) 

17.5 23.5 24.4 26.2 8.4 

 

Ｑ26〔回答票 38〕あなたは、仮にご自身が将来介護を受ける状態になった場合に、どのような場所で介護を
してもらいたいとお考えでしょうか。この中から１つだけお答えください。 

31.3 (37.1) 26.9 （ア）自分の家 
0.4 ( 0.4) 0.4 （イ）子どもの家 
35.2 (30.7) 38.6 （ウ）国や県などの公的な介護老人福祉施設 

（特別養護老人ホーム）や介護老人保健施設など 
11.8 (12.9) 11.0 （エ）民間の有料老人ホーム 
10.9 ( 7.5) 13.5 （オ）介護などのサービス付き住宅（シルバーマンションなど） 
3.3 ( 3.3) 3.3 （カ）病 院 
0.2 ( 0.3) 0.1 （キ）その他（                   ） 
6.8 ( 7.7) 6.2    わからない 

 

（全員に聞く） 

Ｑ27〔回答票 39〕あなたのご家庭では、あなたご自身が介護を受ける状態になった場合に備えて、現在経済

的な準備をしていますか。この中に準備しているものがあれば､いくつでもお答えください。(Ｍ.Ａ.) 
28.4 (27.8) 28.9 （ア）民間の生命保険会社や郵便局、ＪＡ（農協）などで取り扱っている介護関係の特約

や介護関係の生命保険（銀行・証券等の窓口で加入した商品も含む） 
8.4 ( 9.7) 7.5 （イ）介護費用保険などの損害保険 
44.0 (43.3) 44.5 （ウ）預貯金 
9.5 (12.8) 7.0 （エ）株式・債券などの有価証券 
0.3 ( 0.4) 0.2 （オ）その他（                             ） 
39.3 (39.7) 39.0 （カ）特別な準備はしていない 
3.3 ( 3.7) 3.0    わからない （Ｑ28 へ） 

 

ＳＱ（Ｑ27 で（ア）～（オ）のいずれかを答えた人に） 

〔回答票 38〕今お答えいただいた現在の備えに、公的介護保険をあわせると、介護される状態 

になった場合の準備は十分だとお考えですか。 

（Ｑ27 で（カ）と答えた人に） 

〔回答票 40〕では、公的介護保険で、介護される状態になった場合の準備は十分だとお考えですか。 

2.5 16.0 43.7 27.1 10.7 
(3.6) (17.3) (43.0) (25.4) (10.7) 
1.6 15.0 44.2 28.5 10.7 

（ア） （イ） （ウ） （エ）  

十分 

足りている 
どちらかといえば 

足りている 

どちらかといえば 

足りない 

まったく 

足りない 

わからない 

 

  

Ａの考え方 Ｂの考え方 

全体Ｎ：4,676 
男性Ｎ：2,023 
女性Ｎ：2,653 



- 342 -

（全員に聞く） 

Ｑ28〔回答票 41〕あなたは、ご自身が介護される状態になった場合に備えて、今後新たに経済的な準備をし

たいとお考えですか。 

4.2 10.5 53.3 26.1 5.9 

(4.3) (10.7) (52.3) (27.3) (5.4) 
4.1 10.4 54.0 25.2 6.3 

（ア） （イ） （ウ） （エ） 

すぐにでも 

準備したい 

数年以内には

準備したい

特に時期は決めていない

が、いずれは準備したい 

まったく準備する 

つもりはない 

わからない 

Ｑ29〔回答票 42〕あなたは、ご自身が介護される状態になった場合に、どのような手段で介護費用をまか 

なっていこうとお考えですか。これから準備しようとお考えのものも含めて、この中からいくつでもお

答えください。（Ｍ.Ａ.） 

78.5 (77.1) 79.5 （ア）公的介護保険 
64.6 (64.6) 64.6 （イ）公的年金（国民年金・厚生年金・共済年金） 
21.9 (29.0) 16.4 （ウ）企業年金・退職金 
27.0 (26.2) 27.6 （エ）民間の生命保険会社や郵便局、ＪＡ（農協）などで取り扱っている介護関係の特約

や介護関係の生命保険（銀行・証券等の窓口で加入した商品も含む） 
10.0 (10.4) 9.7 （オ）民間の生命保険会社や郵便局、ＪＡ（農協）などで取り扱っている個人年金保険・

変額個人年金保険（銀行・証券等の窓口で加入した商品も含む） 
8.4 (10.0) 7.1 （カ）介護費用保険などの損害保険 
66.4 (64.3) 68.1 （キ）預貯金 
10.6 (15.1) 7.2 （ク）株式・債券などの有価証券 
4.1 ( 4.8) 3.6 （ケ）不動産の売却や賃貸などによる収入 
2.7 ( 1.9) 3.4 （コ）子どもからの援助 
0.4 ( 0.5) 0.3 （サ）その他（  ） 
3.5 ( 3.4) 3.5 わからない 
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（Ｑ31へ） 

ここからは、万一の際の備えについておうかがいいたします。 

Ｑ30〔回答票 43〕あなたは、ご自身がケガや病気で亡くなられた場合の遺族の生活について、どの程度不安

を感じていますか。 

13.3 21.0 28.2 33.7 3.8 

(13.9) (22.5) (30.0) (29.3) (4.2) 
12.8 19.8 26.9 37.0 3.5 

（ア） （イ） （ウ） （エ）  

非常に 

不安を感じる 

不安を感じる 少し 

不安を感じる 

不安を感じない わからない 

 

                                         

（Ｑ30 で（ア）～（ウ）のいずれかを答えた人に） 

ＳＱ〔回答票 44〕それでは、具体的にどのようなことを不安に思っていますか。この中からいくつでも 

お答えください。（Ｍ.Ａ.） 

44.9 (53.2) 37.8 （ア）遺族年金などの公的な保障だけでは不十分なこと 
43.2 (49.2) 38.1 （イ）遺族の日常生活資金が不足すること 
35.1 (48.1) 23.9 （ウ）配偶者の老後の生活資金が不足すること 
19.6 (20.3) 19.1 （エ）子どもの教育資金が不足すること 
10.3 (12.0) 8.8 （オ）住宅ローンや家賃の支払いなど住宅関連資金が不足すること 
3.7 ( 4.7) 2.9 （カ）事業の継承がうまくいかないこと 
9.0 ( 9.7) 8.4 （キ）相続税の支払いや遺産相続がうまくいかないこと 
5.4 ( 6.1) 4.7 （ク）債務の返済が残り、家族の負担が増えること 
14.9 (14.5) 15.4 （ケ）葬儀費用がたくさんかかること 
7.0 ( 1.8) 11.4 （コ）その他（                      ） 
7.1 ( 4.1) 9.6    わからない 

 

（全員に聞く） 

Ｑ31〔回答票 45〕ここに、あなたご自身がケガや病気で亡くなられた場合の備えについて、Ａ，Ｂ２つの考え

方があげられています。あなたのお考えは、Ａ，Ｂどちらの考え方に近いでしょうか。 
 (ア) (イ) (ウ) (エ)   

Ａ
に
近
い 

Ａ
に
近
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

Ｂ
に
近
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

Ｂ
に
近
い 

わ
か
ら
な
い 

Ａ：自助努力で準備していくより
は、今より高い保険料や税金
を払ってでも公的遺族年金
を充実してもらいたい 

13.7 19.6 26.9 30.4  9.4 Ｂ：公的遺族年金の充実のため
に今よりも高い保険料や税
金を払うよりは、自助努力
で準備していきたい 

(15.0) (21.4) (25.1) (31.1) ( 7.4) 

12.7 18.3 28.2 29.9 10.9 

 

Ｑ32〔回答票 46〕あなたのご家庭では、あなたご自身がケガや病気で亡くなられた場合に備えて、現在経済的

な準備をしていますか。この中に準備しているものがあれば、いくつでもお答えください。（Ｍ.Ａ.） 
60.2 (59.5) 60.7 （ア）民間の生命保険会社や郵便局、ＪＡ（農協）などで取り扱っている生命保険（銀行・

証券等の窓口で加入した商品も含む） 
11.5 (14.4) 9.2 （イ）損害保険 
44.1 (45.4) 43.1 （ウ）預貯金 
9.3 (12.9) 6.6 （エ）株式・債券などの有価証券 
0.5 ( 0.7) 0.4 （オ）その他（                            ） 
22.4 (22.0) 22.7 （カ）特別な準備はしていない 
2.9 ( 2.8) 3.0    わからない                              （Ｑ33 へ） 

ＳＱへ 

  

Ａの考え方 Ｂの考え方 

全体Ｎ：3,024 
男性Ｎ：1,396 
女性Ｎ：1,628 
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ＳＱ （Ｑ32 で（ア）～（オ）のいずれかを答えた人に） 

〔回答票 47〕今お答えいただいた現在の備えに、公的な遺族年金や企業の死亡退職金、弔慰
ちょうい

金
き ん

な

どをあわせると、お亡くなりになった場合の準備は十分だとお考えですか。 

（Ｑ32 で（カ）と答えた人に） 

〔回答票 47〕では、公的な遺族年金や企業の死亡退職金、弔慰
ちょうい

金
き ん

などで、お亡くなりになった場合

の準備は十分だとお考えですか。 
6.9 27.9 38.6 15.9 10.7 

(7.2) (26.2) (40.2) (16.1) (10.3) 
6.6 29.2 37.4 15.8 11.0 

（ア） （イ） （ウ） （エ）  

十分 

足りている 

どちらかといえば 

足りている 

どちらかといえば 

足りない 

まったく 

足りない 

わからない 

 

 
（全員に聞く） 

Ｑ33〔回答票 48〕あなたは、ご自身がケガや病気で亡くなられた場合に備えて、今後新たに経済的な準備を

したいとお考えですか。 

3.9 8.1 43.3 39.4 5.4 
(4.3) (8.2) (45.3) (36.8) (5.4) 

3.5 8.0 41.8 41.3 5.4 

（ア） （イ） （ウ） （エ）  

すぐにでも 

準備したい 

数年以内には 

準備したい 

特に時期は決めていない

が、いずれは準備したい 

まったく準備する 

つもりはない 

わからない 

 

Ｑ34〔回答票 49〕あなたは、ご自身がケガや病気で亡くなられた場合に、遺族の生活資金などをどのような手段

でまかなっていこうとお考えですか。これから準備しようとお考えのものも含めて、この中からいくつでも

お答えください。（Ｍ.Ａ.） 
50.4 (59.5) 43.5 （ア）公的保障（遺族基礎年金・遺族厚生年金など） 
16.9 (23.2) 12.0 （イ）企業保障（死亡退職金、遺族弔慰金、遺族年金、遺児年金など） 
44.2 (48.0) 41.3 （ウ）民間の生命保険会社や郵便局、ＪＡ（農協）などで取り扱っている生命保険（銀行・

証券等の窓口で加入した商品も含む） 
9.4 (12.5) 7.1 （エ）損害保険 
55.9 (59.1) 53.5 （オ）預貯金 
10.2 (15.0) 6.6 （カ）株式・債券などの有価証券 
4.8 ( 6.0) 3.8 （キ）不動産の売却や賃貸などによる収入 
22.4 (14.1) 28.8 （ク）残された遺族が働いて得る収入 
1.8 ( 2.2) 1.5 （ケ）その他（                           ） 
8.3 ( 7.7) 8.8    わからない 

 
Ｑ35 ちなみに、あなたご自身がケガや病気で万一お亡くなりになった場合に、遺族の生活資金の備えと  

して、いくらぐらいの死亡保険金が必要とお考えですか。 
 34.9 
 (30.2) 
 1,569 (2,164) 1,051（万円） 38.6 

 

約                 万円の     わからない 

死亡保険金が必要 

  

０ ０ 

億 千万 百万 

全体Ｎ：4,698 
男性Ｎ：2,043 
女性Ｎ：2,655 
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Ｑ36〔回答票 50〕自助努力による生活保障の充実について、生命保険料控除制度などの公的支援があります

が、こうした支援が拡充された場合、保障の充実（新たに生命保険に加入、現在加入している保険の見直

しの検討等）について、どのように考えますか。 
8.5 23.9 16.9 36.2 14.7 

(8.5) (24.8) (17.8) (36.4) (12.4) 
8.4 23.1 16.1 36.0 16.4 

（ア） （イ） （ウ） （エ）  

追加加入、見直し

により保障を充

実させる 

保障の充実を検

討する 

将来、保障を充実

させる際の励み

になる 

何とも思わない わからない 

 
 

Ｑ37〔回答票 51〕生命保険料控除制度などの公的支援が縮小された場合、現在加入している生命保険の継続

（解約・減額の検討等）について、どのように考えますか。 
3.0 15.1 28.4 39.0 14.6 

(3.5) (15.9) (28.0) (40.2) (12.4) 
2.6 14.4 28.7 38.0 16.2 

（ア） （イ） （ウ） （エ）  

解約・減額する 解約・減額を検討

する 

継続することに

対して不安に思

う 

何とも思わない わからない 

 

ここからは、生命保険や生命共済への今後のご加入についておうかがいいたします。 

Ｑ38〔回答票 52〕あなたが仮に生命保険、生命共済や個人年金保険に加入されるとしたら、どのような方法

で加入したいと思いますか。この中から 1 つだけお答えください。 

 

 （ア） 自宅や職場、窓口で営業担当者に直接会って加入したい 60.6 (57.7) 62.9 

 （イ） テレビ会議システムや Web コミュニケーションツールによるチ

ャット等を通じて営業担当者に会って加入したい 

4.3 (5.0) 3.8 

 （ウ） インターネットやメール、電話、書面の郵送等を用い、営業担当

者と直接会わずに加入したい 

20.1 (22.8) 18.0 

  わからない 14.9 (14.5) 15.3 
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Ｑ39〔回答票 53〕あなたが仮に生命保険、生命共済や個人年金保険に加入されるとしたら、次のどこを通し

て加入したいとお考えですか。この中からいくつでもお答えください。 

また、そのうち最も加入したいとお考えになっているのはどこですか。お答えになった項目の中から１

つだけお答えください。 

Ｑ39〔回答票 52〕 

どこを通して加入した

いか。（Ｍ.Ａ.） 

ＳＱ１〔回答票 52〕 

そのうち最もどこを通し

て加入したいか。（Ｓ .

Ａ.） 

（ア）家庭に来る営業職員（民間の生命保険会社、ＪＡ（農

協）など）を通して 
30.5 (29.2) 31.5 27.6 (25.3) 29.4 

（イ）職場に来る営業職員（民間の生命保険会社、ＪＡ（農

協）など）を通して 
11.9 (15.2) 9.3 8.0 (10.5) 6.0 

（ウ）民間の生命保険会社、ＪＡ（農協）の窓口を通して 21.8 (20.4) 22.9 13.9 (12.7) 14.8 

（エ）郵便局の窓口や郵便局員を通して 13.3 (11.8) 14.4 5.8 ( 4.9) 6.5 

（オ）都市銀行の窓口や銀行員を通して

（ゆうちょ銀行を含む）
6.2 ( 6.0) 6.4 2.0 ( 1.7) 2.3 

（カ）地方銀行、信用金庫、信用組合の窓口や銀行員を通

して 
5.9 ( 6.1) 5.8 2.1 ( 1.9) 2.4 

（キ）信託銀行の窓口や銀行員を通して 1.8 ( 1.9) 1.8 0.4 ( 0.4) 0.4 

（ク）証券会社の窓口や営業職員を通して 1.4 ( 1.6) 1.3 0.3 ( 0.3) 0.3 

（ケ）保険代理店（金融機関を除く保険ショップ等）の窓

口を通して 
14.1 (14.2) 14.0 8.5 ( 7.3) 9.4 

（コ）保険代理店（金融機関を除く）の営業職員を通して 11.2 (11.8) 10.8 6.3 ( 6.6) 6.1 

（サ）勤め先や労働組合等を通して 9.4 (11.7) 7.6 5.5 ( 7.0) 4.3 

（シ）通信販売（インターネットを通して） 18.4 (20.9) 16.4 15.5 (17.8) 13.8 

（ス）通信販売（テレビ・新聞・雑誌などを通して） 3.5 ( 3.7) 3.3 1.5 ( 1.4) 1.5 

（セ）その他 （ ） 1.9 ( 1.3) 2.4 1.8 ( 1.4) 2.1 

わからない 14.2 (13.6) 14.6 0.7 ( 0.7) 0.7 

 

（Ｑ39ＳＱ１で（ア）～（セ）のいずれかを答えた人に） 

ＳＱ２〔回答票 54〕ＳＱ１で回答した加入経路について、あなたは何を重視しますか。この中から重視する

ものを３つまでお答えください。（３Ｍ.Ａ.） 

60.3 (59.3) 61.1 （ア）相談や質問に的確、迅速に対応すること 
13.3 (14.0) 12.8 （イ）定期的に訪問してくれること 
22.4 (24.8) 20.5 （ウ）高度な商品知識、金融知識を備えていること 
20.4 (19.3) 21.2 （エ）他の金融商品を含め、幅広い商品プランを提案できること 

16.3 (16.8) 15.9 
（オ）商品提案だけでなく資産運用や生活設計などの相談にも対応して

くれること 
37.2 (36.2) 38.0 （カ）いつでも必要な時に利用できること 
15.9 (16.8) 15.3 （キ）加入時の書面手続が簡略化されていること 
16.5 (16.1) 16.8 （ク）複数の生命保険商品や個人年金保険商品を比較できること 
30.2 (30.4) 30.1 （ケ）保険料が安いこと 
0.9 ( 0.8) 0.9 （コ）その他（                     ） 
3.2 ( 3.0) 3.3    わからない 

全体Ｎ：4,122 
男性Ｎ：1,802 
女性Ｎ：2,320 

（Ｑ40 へ） （Ｑ40 へ） 
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（全員に聞く） 

Ｑ40〔回答票 55〕あなたが仮に生命保険、生命共済や個人年金保険に加入されるとしたら、Ａ，Ｂどちらの

生命保険に加入したいとお考えですか。 

 (ア) (イ) (ウ) (エ)   

Ａ
に
近
い 

Ａ
に
近
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

Ｂ
に
近
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

Ｂ
に
近
い 

わ
か
ら
な
い 

（１）Ａ：配当金や解約返戻金が
ない分、保険料が安い
生命保険に加入した
い 

23.5 20.4 19.0 29.6  7.4 Ｂ：配当金や解約返戻金のある
生命保険に加入したい (24.8) (20.2) (19.0) (28.9) ( 7.0) 

22.5 20.6 19.0 30.2  7.6 

（２）Ａ：掛け捨て（貯蓄機能の
ない）の生命保険に加
入したい 

15.9 12.1 24.9 39.4  7.8 Ｂ：貯蓄機能を兼ねた生命保険
に加入したい (17.8) (12.8) (23.8) (38.2) ( 7.5) 

14.5 11.6 25.7 40.3  7.9 

（３）Ａ：保障の範囲が絞られた
生命保険に加入した
い 

10.4 11.6 27.0 41.7  9.3 Ｂ：保障範囲の広い生命保険に
加入したい (11.0) (12.0) (26.5) (41.7) ( 8.7) 

 9.8 11.2 27.4 41.6  9.9 

（４）Ａ：運用実績により、保険
金額が増加したり減
少したりする生命保
険に加入したい 

 4.3  6.3 27.0 51.3 11.1 Ｂ：保険金額があらかじめ一定
額に定められた生命保険
に加入したい 

( 5.8) ( 8.5) (25.1) (50.0) (10.6) 

 3.2  4.6 28.4 52.3 11.4 

（５）Ａ：付帯サービス(※)がな
い分、保険料が安い生
命保険に加入したい 

29.9 24.0 15.2 20.1 10.8 Ｂ：保険料が若干高くても、

付帯サービス（※）が充

実している生命保険に

加入したい 
 

(29.1) (24.0) (15.3) (21.0) (10.5) 

30.5 24.0 15.1 19.4 11.0 

（※）付帯サービスとは、健康・医療に関する情報提供や人間ドックの優待、スポーツ
クラブ・レジャー施設の優待利用等のサービスを指す。 

 
Ｑ41〔回答票 56〕あなたが仮に生命保険、生命共済や個人年金保険に加入されるとしたら、それらの商品を

提供している生命保険会社、団体などにどのようなことを望みますか。この中からいくつでもお答えく

ださい。（Ｍ.Ａ.） 

61.8 (61.1) 62.4 （ア）経営内容が健全であること 
18.8 (18.3) 19.1 （イ）幅広い生命保険商品を開発・販売していること 
65.9 (63.7) 67.5 （ウ）保険金や給付金が確実に支払われること 
51.9 (47.8) 55.1 （エ）相談や問合わせ等への対応が迅速であること 
37.3 (34.0) 39.8 （オ）加入の手続き等が簡単であること 
24.7 (23.1) 25.9 （カ）従業員や営業職員、代理店への教育が行き届いていること 
14.2 (14.3) 14.2 （キ）会社の様々な情報（企業情報や商品情報など）を積極的に開示していること 
23.3 (24.6) 22.3 （ク）法令を遵守しているかをチェックする体制が整っていること 
23.0 (20.9) 24.6 （ケ）パンフレットや資料など提供している情報がわかりやすいこと 
32.9 (29.6) 35.5 （コ）顧客の個人情報管理が行き届いていること 
7.0 ( 6.8) 7.1 （サ）社会貢献活動に積極的に取り組んでいること 
6.3 ( 6.8) 5.9 （シ）付帯サービス(※)が充実していること 
0.4 ( 0.6) 0.3 （ス）その他（                     ） 
7.4 ( 7.6) 7.3    わからない 

    

（※）付帯サービスとは、健康・医療に関する情報提供や人間ドックの優待、スポーツ
クラブ・レジャー施設の優待利用等のサービスを指す。 

 

  

Ａの生命保険 Ｂの生命保険 
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Ｑ42〔回答票 57〕あなたは、生命保険に加入する際に使われるパンフレットや設計書などの資料の内容と 

して、最も重要と考えるものは何ですか。この中から１つだけお答えください。 

6.1 ( 6.2) 6.0 （ア）生命保険会社に関する情報 
17.4 (20.7) 14.9 （イ）生命保険商品の仕組み 
16.0 (15.1) 16.7 （ウ）保険料や保険料払込方法・保険料払込期間 
2.6 ( 2.8) 2.5 （エ）配当金の有無、配当方法 
1.9 ( 2.2) 1.6 （オ）解約返戻金等の水準 
36.5 (33.6) 38.7 （カ）保障の内容（保険金が支払われる場合・支払われない場合等） 
3.2 ( 2.5) 3.7 （キ）保険金請求等の各種手続 
3.2 ( 3.9) 2.7 （ク）アフターサービスの内容 
0.2 ( 0.2) 0.3 （ケ）営業職員、代理店等の報酬・手数料 
1.8 ( 1.7) 1.9 （コ）契約内容登録制度（被保険者の氏名、保険金額等の保険契約に関するデータを登録

する制度）、生命保険契約者保護機構（生命保険会社が経営破綻した場合に保険契

約者を保護する制度）等の各種制度 
1.7 ( 1.5) 1.9 （サ）クーリング・オフ（一定期間内に契約を解除できる制度） 
0.1 ( 0.1) 0.1 （シ）その他（                 ） 
9.2 ( 9.5) 8.9    わからない 

 
Ｑ43〔回答票 58〕それでは、仮に民間の生命保険会社か、かんぽ生命から加入されるとしたら、どちらから加

入したいとお考えですか。（枠囲みの記載を前提に）この中から１つだけお答えください。 

32.2 (34.7) 30.2 （ア）民間の生命保険会社 
16.9 (16.1) 17.5 （イ）どちらかといえば民間の生命保険会社 
7.7 ( 7.1) 8.2 （ウ）どちらかといえばかんぽ生命 
5.6 ( 6.2) 5.1 （エ）かんぽ生命 
29.7 (28.4) 30.7 （オ）どちらともいえない 
7.9 ( 7.4) 8.3    わからない 

 

 

ＳＱへ 

  

＜かんぽ生命について＞（前提） 

・2007（平成 19）年 10 月にかんぽ生命は民営化・株式会社化されました。 

・民営化前の簡易保険契約とは異なり、かんぽ生命の保険契約の保険金等の支払いに関する政府保証

はなくなり、他の生命保険会社の保険契約と同様、生命保険契約者保護制度により保護されること

となりました。 

・2015（平成 27）年 11 月には株式上場を果たしたものの、かんぽ生命の約半数の株式は、現時点（2025

（令和 7）年 4 月）においても政府が約１／３の株式を保有する日本郵政により保有されています。 

・従来の郵政民営化法では、政府はかんぽ生命の株式につき「10 年以内に完全売却する」旨が記載さ

れていましたが、2012（平成 24）年 5 月公布の改正郵政民営化法では、政府はかんぽ生命の株式に

つき「できる限り早期に処分する」旨の記載に改正されています。 

（Ｑ44 へ） 
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（Ｑ43 で（ア）～（エ）のいずれかを答えた人に） 

ＳＱ〔回答票 59〕あなたがそう思った理由はどのようなことからですか。この中からいくつでもお答え 

ください。（Ｍ.Ａ.） 

39.9 (41.1) 38.9 （ア）商品やサービスが良さそうだと思うから 
25.7 (26.5) 24.9 （イ）価格が手ごろそうだと思うから 
36.6 (36.3) 36.8 （ウ）信頼できそうだと思うから 
17.4 (18.2) 16.7 （エ）営業職員・窓口の応対が良さそうだと思うから 
12.5 (11.0) 13.7 （オ）営業職員・窓口に親戚、知人がいるから 
16.0 (16.3) 15.7 （カ）健全な経営をしそうだと思うから 
6.3 ( 6.7) 6.1 （キ）いざという時に政府の関与が期待できそうだと思うから 
15.3 (15.0) 15.6 （ク）規模が大きそうだと思うから 
12.4 (10.2) 14.2 （ケ）店舗が近くにあり、便利そうだと思うから 
5.5 ( 4.7) 6.1 （コ）広告をよく見かけるから 
7.9 ( 6.7) 8.9 （サ）以前（簡易保険等に）加入したことがあるから 
6.7 ( 7.6) 5.9 （シ）運用成績が良さそうだと思うから 
4.0 ( 4.2) 3.9 （ス）政府による間接的な株式保有が継続されるので、安心でき 

そうだと思うから 
2.5 ( 3.1) 2.0 （セ）その他（                       ） 
1.6 ( 1.3) 1.8    わからない 

 

（全員に聞く） 

Ｑ44〔回答票 60〕あなたは民間の生命保険会社とかんぽ生命についてそれぞれどのように思っていますか。 

この中からあてはまるものをいくつでもお答えください。（Ｍ.Ａ.） 
 

 (1)  (2) 

 民間の生命保険

会社 

 かんぽ生命 

    

（ア）商品やサービスが良さそうだと思う 44.2 (44.4) 44.1  ···  10.2 ( 9.9) 10.4 

（イ）価格が手ごろそうだと思う 27.1 (27.3) 27.0  ···  18.2 (17.1) 19.1 

（ウ）信頼できそうだと思う 26.9 (26.2) 27.4  ···  22.3 (21.6) 22.8 

（エ）営業職員・窓口の応対が良さそうだと思う 26.2 (25.8) 26.5  ···  12.8 (11.1) 14.0 

（オ）健全な経営をしそうだと思う 15.8 (16.1) 15.5  ···  13.9 (13.4) 14.3 

（カ）いざという時に政府の関与が期待できそうだと思う 5.0 ( 4.8) 5.2  ···  20.7 (20.9) 20.5 

（キ）規模が大きそうだと思う 22.3 (20.5) 23.6  ···  16.5 (17.7) 15.5 

（ク）店舗が近くにあり、便利そうだと思う 13.9 (12.9) 14.7  ···  23.7 (19.2) 27.1 

（ケ）運用成績が良さそうだと思う 14.5 (14.4) 14.6  ···  5.0 ( 4.4) 5.4 

（コ）政府による間接的な株式保有が継続されるので、安心

できそうだと思う 
2.7 ( 2.0) 3.2  ···  17.7 (18.5) 17.0 

（サ）その他（             ） 0.8 ( 0.8) 0.9  ···  1.0 ( 1.3) 0.7 

   わからない 20.6 (21.2) 20.1  ···  32.7 (34.8) 31.1 

 

全体Ｎ：3,017 
男性Ｎ：1,349 
女性Ｎ：1,668 
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（全員に聞く） 

Ｑ45 ここにあげた生命保険や個人年金保険のうち、あなたご自身にかかっている保険はそれぞれ何件ですか。

保険料の支払いがすべて終了している契約で、現在も保険契約が続いているものも含めてお答えください。 
 
 （１）〔回答票 61〕では、「生命保険」については、いかがですか。 
 

 

 15.8 4.2 
 (16.6) (5.3) 

 1.4 (1.5) 1.4（件） 15.2 3.4 

全部で        件          自分にかかっている                  わからない 

生命保険はない 

 

（２）〔回答票 62〕次に、「個人年金保険」については、いかがですか。 
 
 

「あなたご自身が被保険者となっている個人年金保険や年金共済」 

・ 民間の生命保険会社の個人年金保険（変額個人年金保険を含む） 

・ かんぽ生命の個人年金保険（2007（平成 19）年 10 月以降に加入） 

・ 郵便局（簡易保険）の年金保険（2007（平成 19）年 9 月以前に加入） 

・ ＪＡ（農協）の年金共済など 

・ こくみん共済 coop（全労済）のねんきん共済など 
 

 
 75.8 6.7 
 (75.0) (8.2) 

 1.1 (1.1) 1.1（件） 76.5 5.6 

全部で        件          自分にかかっている                  わからない 

個人年金保険はない 
 
  

    （１）「生命保険」、（２）「個人年金保険」あわせて一件以上に加入して

いる場合はＳＱへ、それ以外の場合（両方とも「加入していない」あるい

は加入しているか「わからない」）は、Ｑ51 へ 
 
              

（Ｑ45（１）および（２）のいずれか一方でも、保険の件数を答えた人に聞く） 

ＳＱ その中で、一番最近加入された生命保険、生命共済や個人年金保険について、もう少し詳しくおうか

がいいたします。 
 

調査員指示：水色調査票※を示して、記入の仕方を説明しながら、最近加入の生命保険、生命共済や
個人年金保険について、問１～問５まで質問をし、記入していく。 

※本報告書 358 ページ参照 

 

  

「あなたご自身が被保険者となっている生命保険や生命共済」 

（個人年金保険や年金共済を除く） 

・ 民間の生命保険会社の生命保険 

・ かんぽ生命の生命保険（2007（平成 19）年 10 月以降に加入） 

・ 郵便局の簡易保険（2007（平成 19）年 9 月以前に加入） 

・ ＪＡ（農協）の生命共済（養老生命共済など） 

・ こくみん共済 coop（全労済）の生命共済（こくみん共済など） 

・ 生協の生命共済（県民共済など） 
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（引き続き、Ｑ45（１）および（２）のいずれか一方でも、保険の件数を答えた人に聞く） 

Ｑ46〔回答票 63〕その保険に加入された主な目的は何ですか。この中から１つだけお答えください。 

31.1 (40.2) 24.4 （ア）万一死亡した時のため 
54.4 (44.9) 61.3 （イ）ケガや病気になった際の医療費のため 
2.9 ( 3.8) 2.2 （ウ）ケガや病気で収入が途絶えた時のため 
5.5 ( 5.2) 5.7 （エ）老後の生活資金のため 
0.8 ( 0.6) 1.0 （オ）要介護状態となった時のため 
0.4 ( 0.3) 0.5 （カ）教育・結婚資金のため 
2.2 ( 1.7) 2.5 （キ）貯蓄のため 
1.3 ( 1.5) 1.1 （ク）その他（                     ） 
1.5 ( 1.7) 1.3    わからない 

 

Ｑ47〔回答票 64〕その保険に加入したのは、どのようなきっかけからでしたか。この中からいくつでもお答え

ください。（Ｍ.Ａ.） 

11.5 (15.4) 8.5 （ア）就職をしたので 
13.3 (16.1) 11.3 （イ）結婚をしたので 
8.6 (9.0) 8.2 （ウ）子どもが誕生したので 
5.6 ( 4.8) 6.2 （エ）経済的にゆとりができたので 
11.6 ( 9.2) 13.3 （オ）加入していた生命保険が満期になった、あるいは解約したので 
5.9 ( 4.6) 6.8 （カ）近親者や友人などの病気やケガ、死亡などに接したので 
18.3 (17.1) 19.2 （キ）営業職員や窓口ですすめられて 
10.8 (14.3) 8.2 （ク）勤め先や労働組合など職場ですすめられて 
24.9 (22.3) 26.8 （ケ）家族や友人などにすすめられて 
3.9 ( 3.8) 4.1 （コ）テレビ、新聞、雑誌、インターネットなどの広告や記事を見て 
1.6 ( 1.4) 1.8 （サ）ダイレクトメールやチラシを見て 
13.6 (12.7) 14.2 （シ）元々生命保険に加入する必要性を感じていたので 
3.6 ( 4.0) 3.2 （ス）その他（                     ） 
1.8 ( 1.7) 1.8    わからない 

 

Ｑ48〔回答票 65〕その保険はこの中のどちらから加入しましたか。この中から１つだけお答えください。 

29.0 (25.3) 31.6 （ア）家庭に来る営業職員（民間の生命保険会社、ＪＡ（農協）など） 
16.2 (21.4) 12.5 （イ）職場に来る営業職員（民間の生命保険会社、ＪＡ（農協）など） 
10.3 (10.7) 10.0 （ウ）民間の生命保険会社、ＪＡ（農協）などの窓口 
5.8 ( 3.9) 7.2 （エ）郵便局の窓口や郵便局員 
0.9 ( 0.8) 1.0 （オ）都市銀行の窓口や銀行員（ゆうちょ銀行を含む） 
1.2 ( 1.1) 1.3 （カ）地方銀行、信用金庫、信用組合の窓口や銀行員 
0.2 ( 0.1) 0.4 （キ）信託銀行の窓口や銀行員 
0.1 ( 0.1) 0.1 （ク）証券会社の窓口や営業職員 
5.9 ( 6.0) 5.8 （ケ）保険代理店（金融機関を除く保険ショップ等）の窓口 
7.3 ( 7.5) 7.1 （コ）保険代理店（金融機関を除く）の営業職員 
6.0 ( 7.4) 5.0 （サ）勤め先や労働組合等を通して 
4.4 ( 4.5) 4.3 （シ）通信販売（インターネットを通して） 
3.3 ( 2.4) 4.1 （ス）通信販売（テレビ・新聞・雑誌などを通して） 
6.0 ( 5.1) 6.6 （セ）その他（                     ） 
3.5 ( 3.9) 3.2    わからない 

全体Ｎ：3,941 
男性Ｎ：1,670 
女性Ｎ：2,271 
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Ｑ49〔回答票 66〕あなたがその保険に加入を決めるにあたって、他の生命保険会社の商品や他の金融商品と

比較をしましたか。この中からいくつでもお答えください。（Ｍ.Ａ.） 

16.5 (18.3) 15.2 （ア）複数の生命保険会社（民間の生命保険会社（注）、ＪＡ、生協・こくみん共済 coop

（全労済）などを含む）の保険商品と比較した 
7.9 ( 6.8) 8.7 （イ）加入した生命保険会社（民間の生命保険会社（注）、ＪＡ、生協・こくみん共済 coop

（全労済）などを含む）の別な保険商品と比較した 
2.8 ( 3.4) 2.3 （ウ）生命保険以外の金融商品（損害保険や預貯金、公社債、株式等）と比較した 
70.3 (68.3) 71.8 （エ）特に比較はしなかった 
4.3 ( 5.1) 3.7    わからない 

（注）民間の生命保険会社には、かんぽ生命が含まれる。 
 

Ｑ50〔回答票 67〕その保険の加入を検討するにあたって、どのようなところから情報を得ましたか。この中

からいくつでもお答えください。 

また、そのうち最も参考になった情報はどれですか。お答えになった項目の中から１つだけお答えくだ

さい。 

 Ｑ50〔回答票 65〕 

どこから情報を得ま

したか。（Ｍ.Ａ.） 

ＳＱ〔回答票 65〕 

そのうちどの情報が最も

参考になりましたか。（Ｓ.

Ａ.） 

（ア）民間の生命保険会社、ＪＡ（農協）

などの営業職員 
34.4 (35.7) 33.5 29.6 (30.5) 29.0 

（イ）民間の生命保険会社、ＪＡ（農協）

などの窓口 
5.1 ( 5.5) 4.8 3.3 ( 3.5) 3.1 

（ウ）保険代理店の窓口（保険ショップ

等） 
6.0 ( 6.2) 5.9 4.3 ( 4.2) 4.4 

（エ）保険代理店の営業職員 9.9 (10.5) 9.4 7.4 ( 8.0) 6.9 

（オ）郵便局の窓口や郵便局員 6.7 ( 4.7) 8.2 5.4 ( 3.6) 6.6 

（カ）銀行・証券会社の窓口や営業職員 2.4 ( 2.2) 2.6 1.8 ( 1.8) 1.9 

（キ）家族・親類 21.3 (19.5) 22.6 14.3 (13.5) 14.9 

（ク）友人・知人 16.6 (14.7) 18.1 9.0 ( 7.6) 10.1 

（ケ）職場の同僚・上司 5.5 ( 7.4) 4.1 2.9 ( 4.2) 2.0 

（コ）勤め先や労働組合、健康保険組合 7.2 ( 9.6) 5.5 5.3 ( 6.6) 4.3 

（サ）ファイナンシャル・プランナー（Ｆ

Ｐ）や税理士・公認会計士 
2.8 ( 2.9) 2.7 2.3 ( 2.3) 2.3 

（シ）生命保険に関する情報提供や相談

を受け付ける公益的な機関 
0.8 ( 0.8) 0.7 0.5 ( 0.3) 0.6 

（ス）テレビ・新聞・雑誌・書籍などの

広告や記事 
5.8 ( 5.9) 5.7 2.5 ( 2.4) 2.5 

（セ）生命保険会社などが公開している

決算報告書等の資料 
0.4 ( 0.5) 0.3 0.2 ( 0.2) 0.1 

（ソ）商品カタログ・パンフレット 12.2 (11.9) 12.5 4.9 ( 4.5) 5.2 

（タ）ダイレクトメール（郵便など） 2.8 ( 2.6) 3.0 1.3 ( 1.1) 1.5 

（チ）その会社や代理店のホームページ 3.3 ( 3.8) 2.9 1.4 ( 1.5) 1.2 

（ツ）生命保険に関する情報を提供して

いるホームページ 
3.8 ( 4.5) 3.3 2.2 ( 2.9) 1.7 

（テ）その他（          ） 1.0 ( 0.8) 1.1 0.9 ( 0.9) 0.9 

わからない 5.2 ( 5.7) 4.8 0.5 ( 0.3) 0.6 

 

 （Ｑ52 へ） 

全体Ｎ：3,736 
男性Ｎ：1,575 
女性Ｎ：2,161 
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（Ｑ45（１）および（２）の両方とも、「加入していない」あるいは「わからない」と答えた人に） 

Ｑ51〔回答票 68〕あなたが現在、生命保険や個人年金保険に加入されていないのは、どういった理由から 

ですか。この中からいくつでもお答えください。（Ｍ.Ａ.） 

28.9 (29.9) 28.0 （ア）経済的余裕がないから 
21.4 (20.4) 22.4 （イ）生命保険の必要性をあまり感じていないので 
5.5 ( 4.6) 6.2 （ウ）自分に合った生命保険商品がないので 
10.7 ( 9.3) 12.0 （エ）生命保険についてよくわからないから 
5.2 ( 3.9) 6.5 （オ）加入を勧められたことがないので 
3.5 ( 3.0) 3.9 （カ）生命保険が嫌いなので 
13.7 (14.6) 12.9 （キ）保険料が高いから 
0.8 ( 1.4) 0.2 （ク）配当金が少ないから 
8.0 ( 6.7) 9.2 （ケ）健康上の理由や年齢制限のため加入できないので 
9.3 ( 7.4) 11.0 （コ）貯蓄などの他の金融商品のほうが有利だと思うので 
6.9 ( 6.3) 7.5 （サ）公的年金や公的医療保険、公的介護保険など国の社会保障がある

ので 
1.6 ( 2.3) 0.9 （シ）退職金や企業年金など会社の保障（福利厚生）があるので 
8.7 (10.2) 7.3 （ス）その他（                    ） 
15.5 (16.7) 14.4 （セ）特に理由はない 
11.3 (11.6) 11.0    わからない 

 

（全員に聞く） 

Ｑ52〔回答票 69〕あなたは、金融や保険に関しての知識をどの程度お持ちですか。この中からあてはまるも

のをそれぞれ１つお選びください。 

 (ア) (イ) (ウ) (エ) (オ)  

 か
な
り
詳
し
い 

少
し
詳
し
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
詳
し
く
な
い 

ま
っ
た
く
詳
し
く
な
い 

わ
か
ら
な
い 

（１）金融について ······························  
1.9 8.2 17.5 40.9 30.1 1.5 

(2.9) (11.5) (20.6) (39.7) (23.9) (1.3) 
1.1 5.7 15.1 41.7 34.9 1.6 

（２）保険について ······························  
1.7 7.4 18.6 42.0 28.9 1.4 

(2.4) (8.3) (21.4) (42.1) (24.6) (1.3) 
1.2 6.8 16.5 41.9 32.2 1.4 

 

全体Ｎ：896 
男性Ｎ：431 
女性Ｎ：465 
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今までおうかがいしたことを、統計として分析するために、あなたやご家族のことについて、もう少しおたず

ねいたします。 
 
Ｆ１ （性 別） 

43.4 男 56.6 女 
 

Ｆ２ あなたの生年月はいつですか。 

 

昭和 

平成 

  

年   月 

 

55.0 (54.0) 55.7 （歳） 

 

Ｆ３〔回答票 70〕あなたのご職業は何ですか。この中から１つだけお答えください。 

1.4 ( 2.1) 0.9 （ア）農・林・漁業の自営者・家族従事者 
1.6 ( 3.0) 0.5 （イ）商工･サービス業の自営者（法人組織の経営者） 
4.5 ( 6.9) 2.6 （ウ）商工･サービス業の自営者（個人事業の経営者） 
1.5 ( 0.8) 2.0 （エ）商工･サービス業の家族従事者 
1.3 ( 1.9) 0.9 （オ）自由業 
4.0 ( 5.1) 3.1 （カ）公務員 
4.6 ( 9.6) 0.7 （キ）民間企業の管理職 
7.8 ( 6.5) 8.8 （ク）民間企業の事務職 
8.9 (16.6) 3.0 （ケ）民間企業の労務職 
5.5 ( 6.8) 4.5 （コ）民間企業の販売・サービス職 
5.7 ( 7.2) 4.5 （サ）民間企業の専門・技術職 
2.9 ( 2.9) 3.0 （シ）派遣社員・契約社員 
16.3 ( 5.0) 25.0 （ス）パート・アルバイト（学生を除く） 
2.6 ( 3.2) 2.0 （セ）学 生 
30.5 (21.3) 37.5 （ソ）無職（専業主婦・主夫を含む） 
0.3 ( 0.2) 0.3 （タ）その他（          ） 
0.8 ( 1.0) 0.6    無回答 

 

（Ｆ３で（キ）～（サ）のいずれかを答えた人に） 

ＳＱ 勤め先の従業員の人数は、会社全体で何人ぐらいですか。本社、支店なども含めて 

お答えください。 
21.1 34.9 14.5 26.1 3.4 

(19.6) (34.3) (15.8) (27.9) (2.3) 
23.7 35.8 12.3 23.0 5.3 

１～29 人 30～299 人 300～999 人 1,000 人以上 無回答 

 
（全員に聞く） 

Ｆ４〔回答票 71〕あなたが最後に卒業・修了された学校はどちらですか。在学中の方、中退された方は、 

その直前までに卒業された学校をお答えください。この中から１つだけお答えください。 

6.2 ( 7.2) 5.3 （ア）小中学校 
41.7 (40.6) 42.4 （イ）高等学校 
25.0 (14.9) 32.7 （ウ）短期大学、高等専門学校、専門学校 
23.3 (32.1) 16.4 （エ）大学 
1.9 ( 3.1) 1.0 （オ）大学院修士課程 
0.4 ( 0.5) 0.3 （カ）大学院博士課程 
1.7 ( 1.5) 1.8    無回答 

 

  

全体Ｎ：1,566 
男性Ｎ：  979 
女性Ｎ：  587 
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Ｆ５〔回答票 72〕あなたご自身の昨年１年間の収入は、税込みでおよそいくらぐらいですか。この中では 

どうでしょうか。 

10.2 ( 4.4) 14.6 （ア）収入はない 
14.9 ( 5.0) 22.5 （イ）100 万円未満 
17.1 (10.6) 22.0 （ウ）100 万円以上 200 万円未満 
12.9 (14.4) 11.7 （エ）200 万円以上 300 万円未満 
15.9 (22.5) 10.9 （オ）300 万円以上 500 万円未満 
8.6 (15.9) 2.9 （カ）500 万円以上 700 万円未満 
4.6 ( 8.9) 1.3 （キ）700 万円以上 1,000万円未満 
1.3 ( 2.7) 0.2 （ク）1,000 万円以上 1,500 万円未満 
0.3 ( 0.7) 0.0 （ケ）1,500 万円以上 2,000 万円未満 
0.5 ( 0.9) 0.1 （コ）2,000 万円以上 
13.8 (14.0) 13.6    無回答 

 

ＳＱ１〔回答票 73〕今お答えいただいた昨年１年間の収入について、同年代の平均的な人と比べたあなたの

状況についてお知らせください。 
 9.6 33.5 47.5  9.4 

(12.6) (38.4) (41.5) ( 7.5) 

 6.9 29.3 52.8 11.0 

 

 （ア）  （イ） （ウ）  （エ） 

 多いと思う 同程度 少ないと思う わからない・ 
答えたくない 

 

ＳＱ２〔回答票 74〕あなたの５年後の収入は、今お答えいただいた昨年１年間の収入と比べてどのようにな

っていると思いますか。 
18.4 42.6 31.4 7.6 

(22.4) (39.7) (31.2) (6.7) 

15.0 45.1 31.6 8.3 

 

 （ア）  （イ） （ウ）  （エ） 

 増えていると思う 概ね現状と同じ 減っていると思う      わからない・ 
答えたくない 

 

 
Ｆ６〔回答票 75〕あなたは結婚していらっしゃいますか。この中からお答えください。 

19.4 66.4 13.4 0.8 

(27.4) (63.7) ( 8.4) (0.5) 

13.2 68.4 17.3 1.1 

（ア） （イ） （ウ）  

未 婚 既  婚 

（配偶者あり） 

既  婚 

（離別・死別） 

無回答 

 

 （Ｆ７へ） （ＳＱ１へ） （Ｆ７へ） 

 

（Ｆ６で（イ）か（ウ）のいずれかを答えた人に） 

ＳＱ１ お子さまはいらっしゃいますか。別居しているお子さまも含めてお答えください。お子さまが  

いらっしゃる方は、お子さまの人数もお答えください。 

 

  9.8 1.0 

 (11.9) (1.3) 

 2.1 (2.1) 2.1（人）  8.5 0.9 

 い る いない 無回答 

人 

                                   （Ｆ７へ） 
 

（ＳＱ２へ） 

全体Ｎ：3,858 
男性Ｎ：1,515 
女性Ｎ：2,343 

全体Ｎ：3,677 
男性Ｎ：1,714 
女性Ｎ：1,963 
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ＳＱ２〔回答票 76〕お子さまの年代は、この中ではどれにあたりますか。（Ｍ.Ａ.） 

2.8 ( 2.9) 2.8 （ア）乳児 
5.2 ( 6.1) 4.7 （イ）保育園児 
3.2 ( 3.2) 3.2 （ウ）幼稚園児 
14.9 (15.0) 14.9 （エ）小学生 
9.9 (10.3) 9.7 （オ）中学生 
9.9 ( 9.8) 10.0 （カ）高校生 
9.4 ( 9.6) 9.3 （キ）短大・大学・大学院生（高専・専門学校生を含む） 
2.3 ( 2.4) 2.2 （ク）学校を卒業して働いていない（未婚） 
2.7 ( 2.7) 2.7 （ケ）学校を卒業して働いていない（既婚） 
38.4 (37.8) 38.9 （コ）働いている（未婚） 
47.8 (45.0) 49.6 （サ）働いている（既婚） 
0.5 ( 0.8) 0.3 無回答 

（全員に聞く） 

Ｆ７〔回答票 77〕あなたと同居しているご家族をこの中からすべてあげてください。なお、ご回答はあなた

からみた
つづきがら

続柄 でお答えください。（Ｍ.Ａ.） 

65.4 (62.9) 67.3 （ア）配偶者 
39.4 (34.1) 43.5 （イ）未婚の子ども 
3.9 ( 2.8) 4.8 （ウ）既婚の子ども 
2.9 ( 2.0) 3.7 （エ）孫 
10.1 (12.1) 8.6 （オ）実父 
1.2 ( 0.8) 1.5 （カ）義父 
15.3 (19.3) 12.2 （キ）実母 
2.6 ( 1.7) 3.3 （ク）義母 
1.2 ( 1.2) 1.2 （ケ）祖父母 
5.9 ( 6.8) 5.2 （コ）未婚の兄弟・姉妹 
0.5 ( 0.7) 0.4 （サ）既婚の兄弟・姉妹 
0.8 ( 1.0) 0.8 （シ）その他（ ） 
13.9 (16.5) 12.0 （ス）同居している家族はいない 
1.1 ( 0.9) 1.3 無回答 

（Ｆ８は配偶者がいる人に聞く） 

Ｆ８〔回答票 78〕あなたのご家庭では、ご夫婦の昨年１年間の収入の合計は、税込みでおよそいくらぐらい

ですか。この中ではどうでしょうか。 

11.6 (13.4) 10.3 （ア）300 万円未満 
18.8 (19.1) 18.5 （イ）300 万円以上  500万円未満 
16.5 (16.7) 16.5 （ウ）500 万円以上  700万円未満 
15.4 (17.2) 14.1 （エ）700 万円以上 1,000万円未満 
7.3 ( 8.5) 6.4 （オ）1,000 万円以上 1,500 万円未満 
1.6 ( 2.1) 1.2 （カ）1,500 万円以上 2,000 万円未満 
1.4 ( 1.9) 1.1 （キ）2,000 万円以上 
27.4 (21.1) 31.9 無回答 

（全員に聞く） 

Ｆ９〔回答票 79〕あなたの現在のお住まいについて、この中から１つだけお答えください。 

30.5 (29.5) 31.3 （ア）持家（自分または配偶者の名義、住宅ローン支払い中） 
37.6 (37.0) 38.0 （イ）持家（自分または配偶者の名義、住宅ローン支払いなし） 
11.7 (12.1) 11.4 （ウ）持家（両親など、配偶者を除く家族の名義） 
18.1 (19.0) 17.4 （エ）賃貸住宅（借家など） 
0.9 ( 1.2) 0.7 （オ）社宅・独身寮など 
1.3 ( 1.2) 1.4 無回答 

全体Ｎ：3,439 
男性Ｎ：1,316 
女性Ｎ：2,123 

全体Ｎ：3,210 
男性Ｎ：1,339 
女性Ｎ：1,871 
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Ｆ10〔回答票 80〕「あなたのご家庭では、ご夫婦の」（配偶者のいない人には「あなたの」と言いかえる）

預貯金や株式・公社債や保険などの金融資産の金額合計はこの中のどれになりますか。およそで結構で

すので、お知らせください。ただし、土地や建物の評価額や負債は除きます。 

8.4 ( 8.8) 8.1 （ア） 100 万円未満 
8.7 (10.3) 7.4 （イ） 100 万円以上 300 万円未満 
6.6 ( 7.2) 6.1 （ウ） 300 万円以上 500 万円未満 
8.6 ( 8.9) 8.3 （エ） 500 万円以上 1,000 万円未満 
7.0 ( 7.2) 6.8 （オ）1,000 万円以上 2,000 万円未満 
3.4 ( 3.9) 3.1 （カ）2,000 万円以上 3,000 万円未満 
5.9 ( 7.0) 5.0 （キ）3,000 万円以上 
51.5 (46.6) 55.2 無回答 

（以下は、ご参考までにお伺いするものです。） 

Ｆ11〔回答票 81〕ここに挙げられている生命保険や金融に関する説明は正しいと思いますか。 

それとも間違っていると思いますか。 

（ア） （イ）

正しい   誤り わからない 

（１）生命保険の保険料は、同じ年齢で比較すると、男女間に差異はない 30.0 

 ·····

48.8 

····· 

21.2 

(34.5) (46.3) (19.2) 

26.6 50.7 22.7 

（２）定期保険は満期時に満期保険金を受け取れる ················· 56.7 

 ·····

21.0 

····· 

22.3 

(57.3) (21.8) (20.9) 

56.3 20.4 23.4 

（３）ガン保険加入後、一定期間内はガンにかかっても保険金は

支払われない ·············································

40.5 

 ·····

34.9 

····· 

24.6 

(41.7) (36.6) (21.7) 

39.6 33.6 26.8 

（４）一般的に、1 社の株式だけに投資する方が、多くの会社の株式に

分散投資するよりも投資収益は安定する ·····················

18.6 

 ·····

48.2 

····· 

33.1 

(19.4) (55.0) (25.7) 

18.1 43.0 38.9 

（５）お金を預ける場合、金利が下降傾向にあるときは固定金利の商品

が望ましい ···············································

45.9 

 ·····

21.3 

····· 

32.9 

(50.4) (24.3) (25.3) 

42.4 19.0 38.7 

（６）一般に、利子率が上昇すると債券価格も上昇する ·············· 37.7 

 ·····

19.6 

····· 

42.7 

(44.3) (23.7) (32.1) 

32.7 16.4 50.9 

たいへん長い間ありがとうございました。 
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○生活保障に関する調査○

2025 年４月 

１． 下にあげるような生命保険、生命共済や個人年金保険のうち、あなたご自身にかかっているもの（あな

た自身が被保険者となっているもの）１件について、この質問票１枚にご記入ください。該当する保険

が２件以上ある場合は、同じ要領で、それぞれの質問票にご記入ください。 

生命保険（個人年金保険を除く）とは 個人年金保険とは 

・民間の生命保険会社の生命保険

・かんぽ生命の生命保険(平成 19年（2007年）10 月

以降に加入) 

・郵便局の簡易保険(平成 19年（2007年）9 月以前

に加入)

・ＪＡ（農協）の生命共済（養老生命共済など）

・こくみん共済 coop（全労済）の生命共済（こく

みん共済など）

・生協の生命共済（県民共済など）

・民間の生命保険会社の個人年金保険（変額個人年

金保険を含む）

・かんぽ生命の個人年金保険（平成 19年（2007年）

10 月以降に加入）

・郵便局（簡易保険）の年金保険（平成 19年（2007

年）9 月以前に加入）

・ＪＡ（農協）の年金共済など

・こくみん共済 coop（全労済）のねんきん共済など

除外するもの……財形保険、損害保険、損害共済、グループ保険、市町村の交通共済、 
 国民年金基金、団体信用生命保険など 

２．お宅で、生命保険についてよくご存知の方と相談の上、ご記入ください。 

３．ご記入に際しては、できるだけ保険証券や契約内容のお知らせなどでご確認ください。 

問１．この保険は生命保険、個人年金保険、変額個人年金保険のうちどちらですか。（○は１つ） 

１ ２ ３ 

生命保険 個人年金保険 変額個人年金保険 

（生命共済も含む） （年金保険、年金共済、 

ねんきん共済も含む） 

問１付問１ａ．この保険は、次のどちらで取り扱っ

ている保険ですか。（○は１つ） 

１ ２ ３ ４ ５ 

民間の生命

保険会社 

かんぽ 

生命 
（平成19年

（2007年） 

10月以降 

に加入） 

簡保 

（郵便局） 
＊かんぽ生命

を除く 

ＪＡ（農協） 生協、 

こくみん

共済coop 
（全労済） 

問 1 付問１ｂ．この保険は、次のどちらで取り扱っ

ている保険ですか。（○は１つ） 

１ ２ ３ ４ ５ 

民間の生命

保険会社 

かんぽ 

生命 
（平成19年

（2007年） 

10月以降 

に加入 

簡保 

（郵便局） 
＊かんぽ生命

を除く 

ＪＡ（農協） 生協、 

こくみん 

共済coop 
（全労済） 

問１付問２ａ．現時点で、病気で死亡された場合、

この保険で支払われる死亡保険金額をお知

らせください。 
注１：交通事故等、災害による死亡保険金ではありま

せん。 

注２：死亡保険金が一定期間年金で受け取れるタイ

プ(生活保障特約、収入保障特約などの名称)が

付加されているものは､その受取額の合計を含

めてお答えください。 
注３：死亡保険金がない場合は、「０」とご記入くだ

さい。 
億 千万 百万 十万

万円 

 問１付問２ｂ．この保険で１年間に受け取れる年金

の金額をお知らせください。 

（注：配当によるものを除きます。） 
千万 百万 十万 

年額    万円 

１ 変額個人年金保険なので金額は未定 

問１付問３ｂ．この保険で最大何年間の年金を受け

取ることができますか。（○は１つ） 

１  ５年間 ４ 一生涯（終身年金） 

２ １０年間 ５ その他（   年） 

３ １５年間 

水色調査票 
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（問２以降は全員の方におうかがいします） 

（全員の方におうかがいします） 

問２．この保険は以下にあげられるような保障内容・特徴を持つ生命保険（個人年金保険）ですか。またはそ

のような内容・特徴を持つ特約が付加されていますか。当てはまるものをいくつでもお選びください。 

（○はいくつでも）

（注）・取り扱い機関によって、保険や特約の名称や、対象となる疾病、損傷、治療、症状が若干異 

なります。 

・個人年金保険でも、特約として下記のようなものを付加できるものがあります。

１ 「ガン保険」「ガン特約」 

ガンで入院したときに入院給付金などが受け取れるもの。ガン以外の疾病（脳血管 

疾患、心疾患、高血圧性疾患、糖尿病）で入院したときでも入院給付金が受け取れる  

「生活習慣病（成人病）特約」は除く。 

２ 「特定疾病保障保険」「特定疾病保障特約」 

ガン、急性心筋梗塞、脳卒中の三大疾病により所定の状態になったとき、生前に死亡 

保険金と同額の特定疾病保険金が受け取れるもの。保険期間が一定期間の定期型と、

一生涯の終身型があります。 

３ 「先進医療保険」「先進医療特約」 

所定の先進医療による療養を受けたときに、給付金や一時金が受け取れるもの。 

４ 「介護保険」「介護特約」 

寝たきりや認知症によって介護が必要な状態となり、その状態が一定期間継続したとき

に、一時金や年金が受け取れるもの。 

５ 「認知症保険」「認知症特約」 

所定の認知症になったとき、一時金や年金が受け取れるもの。寝たきりや認知症によっ

て介護が必要な状態となり、その状態が一定期間継続したときに、一時金や年金が受け

取れる「介護保険（特約）」は除く。 

６ 「生活障害・就業不能保障保険」「生活障害・就業不能保障特約」 

病気・介護・障害など、所定の就業不能状態となったときに一時金や年金が受け取れる

生命保険または特約であり、損害保険は含まれない。 

７ 「健康増進型保険」「健康増進型特約」 

健康増進にかかる取組により、「保険料」への影響があるもの。（キャッシュバック等

があるものを含む） 

８ 「外貨建保険」 

保険料を外国通貨で払込み、保険金や解約返戻金も外国通貨で受け取れるもの。 

９ 上記１～８のような保険ではない、あるいはそのような特約は付加していない 

（裏面に続きます） 
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問３．この保険の保険料（掛金）の払込方法は、加入時に掛金を全額支払う「一時払」でしたか、掛金を月・

半年・年ごとに支払う方法ですか、それとも「月・半年・年ごとの支払いは完了」していますか。（○

はひとつ） 

１ 一時払にした 

２ 月・半年・年ごとに支払っている 

３ 月・半年・年ごとの支払いは完了した 

問３付問１．１年分に直すと保険料（掛金）はいくらになりますか。 

（ただし、頭金を利用して払った分は除いてお答えください。） 

千万 百万 十万 

年間 万 千円 

問３付問２．一時払をした保険料（掛金）はいくらでしたか。 

億 千万 百万 十万 

万円 

問４．それでは、病気で入院された場合、この保険で支払われる疾病入院給付金は、１日または１回につきい

くらになりますか（どちらも支払われる場合には日額、一時金の両方をご記入ください）。ただし、

「ガンによる入院」、「生活習慣病による入院」など特定の疾病による入院だけに限定して支払われる

入院給付金は除いてお答えください（この保険で疾病入院給付金が支払われない場合は、１を○で囲

んでください）。 

千 百 十 

１日につき    万   円 

または 

１回につき            万 千円 

１ 疾病入院給付金は支払われない 

問５．この保険はいつ加入されましたか。（○は１つ） 

なお、下取り（転換）して加入し直した場合は、その時期をお答えください。 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

令和 7 年 

（2025 年） 

令和 6 年 

（2024 年） 

令和 5 年 

（2023 年） 

令和 4 年 

（2022 年） 

令和 3 年

（2021 年） 

令和 2 年 

（2020 年）

～ 

平成 27 年

（2015 年） 

平成 26 年 

（2014 年）

以前 

わからない 

百万 十万 




